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Ⅰ 研究目的

中学年の国語科においては、読み取った内容について自分の考えをまとめ、一人一人の感じ方の

。 、 、違いに気付くことで自らの読みを深めることが求められている そのためには 友達の考えにふれ

自分の考えの深さ浅さを感じたり、自分とは異なった読み取りと自分の読み取りを比べ、読みの幅

を広げたりすることが大切である。

しかし、複式学級における学習指導においては、児童が一人で、あるいは友達同士で学習を進め

る「間接指導」の場面が余儀なく設定されるため、単に印象を発表し合うだけになったり、意見の

違いを肯定的にとらえられなかったりすることが多く、自分の考えを広げ深めていくことは困難で

ある。

このような状況を改善するためには、まず児童自身が、自分の読み取りを基に意見や感想をまと

め、ノートに記入する必要がある。そして、意見や感想をまとめたそのノートを活用し、学び合う

ことで、自分の考えと友達の考えとの違いを比べ、そのことをきっかけに自分の考えを見つめ直す

ようにしなければならない。

そこで、この研究は学び合いをうながすノートの活用をとおして、自分の考えを広げ深める国語

科「読むこと」の指導について明らかにし、複式学級の学習指導の改善に役立てようとするもので

ある。

Ⅱ 研究仮説

複式学級の国語科「読むこと」の学習指導において、学び合いをうながすために、次のような段

階でノートを活用し思考過程を交流すれば、自分の考えを広げ深めることができるであろう。

、 。・とらえる段階…読み取りの根拠を明らかにして 自分の考えをもつためにノートに記入する

・ふかめる段階…根拠に着目し、互いの考えを比べ、新たな考えを生み出すためにノートを見

せ合う。

・ふりかえる段階…ノートを基に自分の考えの根拠をふりかえり、学んだ読み方をまとめる。

Ⅲ 研究の内容と方法

１ 研究の内容と方法

(1) 複式学級における自分の考えを広げ深める国語科「読むこと」の指導に関する基本構想

（文献法）

複式学級における自分の考えを広げ深める国語科「読むこと」の指導についての基本的な考

えをまとめ、構成要素を明らかにするとともに、自分の考えを広げ深める国語科「読むこと」

の指導についての基本構想を立案する。

(2) 手だてにかかわる実態調査及び調査結果の分析と考察（質問紙法）

児童の文章内容を読み取る活動についての実態を調査し、その分析と考察を行い、問題点と

課題を把握し、手だての試案の作成に役立てる。

(3) 複式学級で学び合いをうながすノートを活用した学習活動を取り入れた学習指導の手だての

試案の作成（文献法）

基本構想及び実態調査に基づき、複式学級で学び合いをうながすノートを活用した学習活動

を取り入れた学習指導の手だての試案を作成する。
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(4) 授業実践及び実践結果の分析と考察（授業実践、記録法）

複式学級で学び合いをうながすノートを活用した学習活動を取り入れた学習指導の手だての

試案に基づき、単元「ちいちゃんのかげおくり （第３学年 「一つの花 （第４学年）の授」 ）、 」

業実践を行う。また、検証計画に基づいて、分析と考察を行う。

(5) 複式学級における自分の考えを広げ深める国語科「読むこと」の指導に関する研究のまとめ

実践結果の分析と考察に基づいて、複式学級における自分の考えを広げ深める国語科「読む

こと」の指導に関する研究のまとめをする。

２ 授業実践の対象

奥州市立大田代小学校

第３学年（男子１名 女子１名 ・４学年（男子２名 女子３名） １学級 計７名）

Ⅳ 研究結果の分析と考察

１ 複式学級における自分の考えを広げ深める国語科「読むこと」の指導に関する基本構想

(1) 複式学級における自分の考えを広げ深める国語科「読むこと」の指導に関する基本的な考え方

小学校学習指導要領解説（国語）の第３・４学年 「読むこと」領域における内容エには、、

「読み取った内容について自分の考えをまとめ、一人一人の感じ方について違いのあることに

気付くこと」と明記されている。中学年の児童は、自分の考えをある程度もって文章を読むこ

とができる。反面、独りよがりな読みや勝手な理解が目立ち始める時期でもある。自分の考え

を広げ深めるためには、まず、自分の思いをはっきりと自覚し、叙述に即して正確に読み取る

ことが必要である。そのうえで、他人の考えと自分の考えを比べ、一人一人の感じ方の違いに

気付くことが大切である。

、 、 、 。しかし 複式学級の児童は 生活経験が狭いため 発想や思考の多様性が不足しがちである

このことは全国へき地教育研究連盟で指摘している。また、複式学級の学年別指導では、授業

時間の半分を占める間接指導の場面の設定が余儀なくされ、児童が一人で、あるいは友達同士

。 、 、で学習を進めていかなければならない そのために 叙述に即した正確な読み取りがなされず

根拠のない単なる思いつきだけで発表してしまうことが多い。さらに児童だけの学び合いにお

いては、自分の思いや考えを固持し、狭いものの見方や考え方のまま終始してしまうこともあ

る。多様な考えや発想をしたり、他の考えを積極的に受け入れ自分の考えを膨らませたりする

ことは十分に行われていない状況にある。教師がかかわらない場面であっても、お互いに考え

を出し合い、それぞれの考えを比べる中で自分の考えをより確かなものにしていかなければな

らない。

そこで、本研究が目指す自分の考えを広げ深める児童の姿を「自分の考えをもち、他の考え

。と比べて共通点や相違点に気付き、それをきっかけに自分の考えを見つめ直す児童」ととらえる

この自分の考えを広げ深めるとは 「自分の考えをもつ力 「比べる力 「見つめ直す力」の、 」 」

三つの要素で構成されると考える。これらの要素についてまとめたものが【表１】である。

【表１】自分の考えを広げ深めることの構成要素

構成要素 構 成 要 素 の 意 味

自分の考えをもつ力 叙述に即して内容を正確にとらえ、自分なりの感想や意見をもつこと

比 べ る 力 自分の考えと友達の考えを比べ、相違点や共通点に気付くこと

見 つ め 直 す 力 友達の考えとの相違点や共通点をきっかけに、自分の考えを見直すこと
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、 。自分の考えを広げ深めるためには まず叙述に即して内容を正確にとらえることが必要である

叙述に即して読むとは、単に与えられた意味内容をそのままに読むことでなく、言葉の気付きを

大切にし、文脈における言葉の意味、語感などの幅のある理解や読み取りをとおして表現の役割

や価値をとらえることである。しかし、ともすると児童は、叙述から離れ、勝手な思いで内容を

読み取ってしまうことがある。そのため、自分の感想や意見の根拠をどこにも見い出せず、友達

との学び合いにおいては、自分の思いを伝えるだけに終わってしまう。そこで、叙述に即して内

容をとらえ、根拠をはっきりさせた上で、自分なりの感想や意見をもたせることが大切である。

次に、自分の考えと友達の考えを比べ、相違点や共通点に気付くことが必要である 「自分は。

こう考えたが あなたはどう？ と自分の考えを出し合い 考えを比べ合うという学び合いによっ、 」 、

て、文章をさらに深く、正確に読むことになる。つまり、友達の言葉、友達の解釈、友達の考え

に出会うことにより、自分の読みを深めるために文章に戻ることになるのである。そして、この

ことは、思いもよらなかった新しいことに気付いたり、新しい考えを創り出したり、自分の考え

を広げ深めていくことにつながっていく。

最後に、自分の考えと他人との違いをきっかけにして、自分の考えを見つめ直すことが必要で

ある。気付かなかった考え方にふれたり異なった考えを受け入れたりした後に、もう一度、最初

にもった自分の考えを見直すことで、自分の考えを広げ深めることができる。

(2) 複式学級で学び合いをうながすノートを活用した学習活動を取り入れることの意義

複式学級の学習指導においては、人数が少ないために、意見を述べ合ったり、考えを練り合っ

たりするという学習経験が不足している。そして、音声言語だけに頼った学び合いで、自分の考

えを広げ深めさせることは難しい。また、学年別指導においては、間接指導と直接指導が交互に

指導過程に位置付くことが多く、教師がかかわる中でじっくり自分の考えを述べ合い、友達との

考えの違いや共通点を見つける楽しさを実感させることも難しい。以上のことから、複式指導の

充実を図り、間接指導を効果的なものにするためには、学び合いの中で、自分の考えの過程や根

拠を友達に説明できるようにする必要がある。そうすることで、児童だけの学び合いでも思考の

流れが途切れることなく、連続する学習活動を構築することができる。

しかし、思考過程は記憶にとどまりにくく、時間の経過とともに消えてなくなってしまう。そ

のため、最初にもった自分の考えを学び合いの中に生かすことが難しい。また、最初の考えと比

べて自分の考えが広がり深まったかどうか思考の変化を自覚することも難しい。後に行われる学

び合いで自分の思いや考えを振り返ったり、感想をまとめたりするためには、文字言語によって

形としてはっきり残しておく必要がある。このことについて、福島(2000)は 「思考過程を意識、

化し、様々に繰り広げられる思考過程を明らかな形でとどめておくことは、自分の思いや考えを

振り返ったり、自分の感想や意見をまとめたりするのに有効である」としている。

そこで、ノートを活用し、自分の考えを文字言語で表した上で、自分がどのような叙述を基に

どのように考えていったかという思考過程が見えるようにしながら学び合わせる。このことで、

教師が指導に直接あたることのできない間接指導においても、友達の考えと自分の考えを比べ、

共通点や相違点をとらえ、それをきっかけに自分の考えを見直すことが可能となる。また、学び

の過程をノートに児童自身が作り上げていくことで、学び方を身に付けさせる。複式学級の学習

指導においては、ワークシートを活用することが多い。しかし、いつまでもワークシートの指示

に従っているだけでは、主体的な読みの力を育てることができない。自分の思いや感想・意見を

ノートに自由にまとめさせることで、主体的な読みの力を育てることができると考える。
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以上のことから 複式学級において 自分の考えを広げ深めるために 学び合いをうながすノー、 、 、

トを活用した学習活動を取り入れることは意義があることと考える。

(3) 複式学級で学び合いをうながすノートを活用した学習活動を取り入れた学習指導の展開

複式学級において、自分の考えを広げ深めるために、学び合いをうながすノートを活用した学

習活動は 「とらえる段階 「ふかめる段階 「ふりかえる段階」の三段階で 【図１】のように、 」 」 、

設定する。

図１】学び合いをうながすノートを活用した学習活動【

ア とらえる段階

教師とともに叙述に即して正しく内容を読み取る。その際、キーワードとして主題に関わる

言葉や場の様子、登場人物の心情をとらえる言葉を押さえるようにする。その後、読み取りを

基に自分の考えをノートに記述する。その際、自分の考えはどんな叙述を根拠としているのか

分かるようにする。

イ ふかめる段階

どのような道筋をたどって今の自分の考えに至ったのか、ノートを基に自分の考えを相手に

伝える。その際、自分の考えはどんな叙述を根拠にしているのか明らかにする。自分の考えの

根拠となった叙述をノートで示し合い、双方の考えを比べることで、自分の考えと友達の考え

との共通点や相違点をとらえる。そして、共感したことや聞いてみたいことなど、様々な思い

や考えを友達に伝える。その後、児童同士の学び合いを基に、教師とともに自分の考えを見直

す視点を確かめ、もう一段考えを広げ深めるようにする。

ウ ふりかえる段階

学び合いを基に、最初に記述した自分の考えを見直す。友達の考えを聞いて自分の考えに取

り入れたいと思ったことや、学習をとおしてさらに考えてみたことなどを基に、再度、考えを

見直し、学んだ読み方をまとめる。終わりに教師とともに本時の学習のまとめを行う。

なお、複式学級の指導への対応として、単位時間の指導過程を【図２】のように設定する。

とらえる段階 ふかめる段階 ふりかえる段階下学年

直接 間接 間接 間接指

導

形

間接 直接 間接 間接態

ふりかえる とらえる段階 ふかめる段階上学年 段階

【図２】単位時間の指導過程

自分の考

えを書く

自分の考え

と友達の考

えを比べる

共通点や

相違点を

とらえる

自分の考え

を見直す

ノートの活用

指導の流れ

とらえる段階 ふりかえる段階ふかめる段階
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(4) 複式学級における自分の考えを広げ深める国語科「読むこと」の指導に関する基本構想図

これまでの基本構想を基に、複式学級における自分の考えを広げ深める国語科「読むこと」の

指導に関する基本構想図を【図３】のように作成した。

【図３】複式学級における自分の考えを広げ深める国語科「読むこと」の指導に関する基本構想図

【児童の実態】

少人数のため、意見を述べ合ったり

練り合ったりする学習経験が不足して

いる

【指導の実態】

間接指導と直接指導が交互に位置付

き、「間接指導」の学年には、直接に

指導にあたることができない

構成要素

自分の

考えを

もつ力

比べる

力

見つめ

直す力

自
分
の
考
え
の
広
が
り
や
深
ま
り

学習活動 具体的な手だて

と ら え る 段 階

・叙述に即して内容

を正確にとらえる

・根拠をはっきりさ

せて、自分の考え

をもつ

ふ か め る 段 階

ふ り か え る 段 階

・自分の考えと友達

の考えを比べる

・共通点や相違点を

とらえる

・学び合いを基に、

自分の考えを見直

し、学んだ読み方

をまとめる

押さえたキーワー

ドを根拠に、自分の

考えをノートに記述

する

根拠となるキーワ

ードや自分の考えと

友達の考えの共通点

や相違点に着目し、

共感したこと、聞い

てみたいことを友達

に伝える

自分の考えに取り

入れたいと思ったこ

とやさらに考えたこ

とを基にして、もう

一度、自分の考えを

見直してみる

自分の考えを広げ深める児童の姿

自分の考えをもち、他の考えと比べて共通点や相違点に

気付き、それをきっかけに自分の考えを見つめ直す児童

ノートの活用

構成要素
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２ 手だてにかかわる実態調査及び調査結果の分析と考察

(1) 実態調査の目的と内容

手だての試案を作成するに当たって、次のような目的と内容で調査紙を作成し、７月20日に実

態調査を行った。

ア 調査の目的

この調査の目的は、調査対象となる３・４年生児童の文章の内容を読み取る活動に関する実

態を把握し、手だての試案の作成に役立てることである。

イ 調査の内容

(ｱ) 文章内容の読み取りに関する内容

(ｲ) 考えを比べ合うときの意識に関する内容

ウ 調査の対象

奥州市立大田代小学校

第３学年（男子１名 女子１名 ・４学年（男子２名 女子３名） １学級 計７名）

エ 実態調査の具体的な観点と設問の内容

実態調査の具体的な観点と設問の内容は、次の【表２】のとおりである。

（調査問題については 【補充資料１】を参照のこと）、

【表２】実態調査の具体的な観点と設問の内容

調 査 の 観 点 設 問 内 容設問番号

文章内容の読み取りに関する内容１

(1) ・文章から主要な登場人物を読み取ることができるか ・物語の主人公は、だれか

(2) ・主要な登場人物の人物像を読み取ることができるか ・主人公が信頼されている

理由は何か

(3) ・場面の時間的な順序を読み取ることができるか ・順序を示す言葉が正しく

並んでいるのは、どれか

(4) ・場面の様子を正しく読み取ることができるか ・部屋には何があるか

２ ・文章を読んで、感想をもつことができるか ・読んでみての感想は何か

・決まった時間内にどの程度の文字数でノートに書くこ

とができるか

３ ・友だちと考えを比べ、違い考えを比べ合うときの意識に関する内容

・他人と考えを比べ、相違点があるときの心境について に気付いたとき、不安を感

じるか

(2) 調査結果の分析と考察

ア 文章内容の読み取りの実態について

表３】設問１の正答数 ３年Ｎ ２【 】 、表３ は設問１の正答数であり 【 ＝

）文章内容を読み取る活動の実態につ ４年Ｎ ５(単位:人＝

いて調査した結果を表したものであ (1) (2) (3) (4)

る。物語の主人公を読み取る問題と ３年生 ２ ２ ２ １

主人公の人物像を読み取る問題は、 ４年生 ５ ５ ４ ５

どちらの学年も全員の児童が正解していた。場面の時間的な順序を答える問題では、４年生の

児童に誤答が１名あった。そして、場面の様子を正しく読み取る問題では、３年生の児童に誤

答が１名あった。このことから、文章内容を教師と一緒に読み取る場面では、正しく読み取る
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ことができるように、時間的な順序や場面の様子に気を付け読み取りを進める必要があること

が分かる。

設問２「文章を読んで、感想をもつことができるか」の結果を分析した結果、文章を読んで

の感想を３・４年生どちらの児童も全員もつことができていた。内容を詳しく見ていくと、

３年生は、２名とも感想に理由も付けて書くことができていた。４年生の児童は、２名の児童

が理由付けがなかった。よって、児童に感想をもたせる際は、考えの根拠が明らかになるよう

に、叙述と関連付けて考えさせるようにしたい。

【表４】１分間に書ける文字数【表４】は、同じく設問２を受け

１分間の文字数（単位:字）平均（単位:字）て、１分間に書ける文字数について

表したものである。ノートの活用で 学年 ３年生 ４年生

は、ノートに書く活動があるため、 児童 児 児 児 児 児 児 児A B C D E F G

決まった時間内にある程度の文字数 ９ 42 17 33 24 18 28１分間の文字数

をノートに書く力が要求される。

考えを比べ合うときの意識に関する内容について１分間で書ける文字数は、３年生の 【表５】

＝ ＝ （ ）児童間で大きな差が見られる。ノー ３年Ｎ ２ ４年Ｎ ５ 人

とても心 どちらか どちらか まったくトの活用に当たっては、十分な時間

配である といえば心 といえば心 心配ではなを設定するとともに、個別に配慮す

配である 配ではない いることが必要であると分かった。

イ 考えを比べ合うときの意識に関す ３年生 ０ １ ０ １

る内容について ４年生 １ ０ ４ ０

【表５】は、考えを比べ合うときの意識に関する内容について調査した結果である。３年生

では、どちらかといえば心配であると答えた児童が１名、４年生ではとても心配であると答え

た児童が１名あった。これらの児童は、考えを比べ合う経験が不足していたり、比べ合う方法

が十分身に付いていなかったりすることにより、比べ合うことに不安を感じていると考えられ

る。そこで、活動に入る前に考えを比べ合うための観点や手順を具体的に示し、進め方につい

て十分に理解させるようにしたい。特に、とても心配であると答えた児童が１名いるため、比

べ合う場面では教師も学び合いに加わり、友達と考えが違っていても差し支えないことを児童

に話すなど、どの児童も不安を感じずに活動できるようにしたい。

ウ 手だての試案作成上の留意点

実態調査から明らかになった手だての試案作成上の留意点は次のとおりである。

(ｱ) 時間的な順序や場面の様子を意識して、内容の読み取りを進めること

(ｲ) 自分の考えをもつ際には、考えの根拠が明らかになるように叙述と関連付けて考えること

ができるようにすること

(ｳ) ノートに考え等を記述する際には、時間を十分に確保し、どの児童も自分の考えを書くこ

とができるようにすること

、 、 、(ｴ) 学び合いでは 観点や手順を示して活動の進め方について理解させたり 教師も加わって

他人と違うことのよさを伝えたりし、どの児童も不安なく活動できるようにすること

３ 複式学級で学び合いをうながすノートを活用した学習活動を取り入れた学習指導の手だての試案

の作成

(1) 手だての試案

基本構想及び実態調査の分析・考察を受け、複式学級で学び合いをうながすノートを活用した
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学習活動を取り入れた学習指導の手だての試案を【図４】のように作成した。

【図４】複式学級で学び合いをうながすノートを活用した学習活動を取り入れた学習指導の手だての試案
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(2) 検証計画

【 】 。【 】授業実践をとおして手だての試案の有効性を見るため 表６ の検証計画を作成した 表７

は、学習活動の様子とノートの記述内容から自分の考えを広げ深めることの育成状況をとらえる

ための基準を示したものである。

【表６】検証計画

検証項目 検証内容 検証方法 処理・解釈の方法

複式学級における ①自分の考えをもつ力 ・児童の活動の様子 判断するときの基準に基づき

自分の考えを広げ深 ②比べる力 ・ノートの記述 児童の活動の様子、ノートの記

めることの育成状況 ③見つめ直す力 述内容を分析し考察する。

【表７】学習活動の様子とノートの記述内容から判断するときの基準

検証内容 判断項目 判 断 す る と き の 基 準

A B C

叙述に即して内容を 読み取ったキーワード 読み取ったキーワード 課題に対する自分の考

正しくとらえ、その叙 とキーワードをかかわら を基に課題に対する自分 えを書くことができない

述に基に自分の考えを せ、課題に対する自分の の考えを書いている

書くことができる 考えを書いている

自分の考えと友達の 自分の考えと友達の考 自分の考えと友達の考 自分の考えを友達の考比

考えを比べ、相違点や えの相違点、共通点のど えの相違点、共通点のど えと比べることができなべ

共通点に気付くことが ちらも指摘している ちらか一つを指摘してい いる

できる る力

友達の考えとの違い 学習をとおして考え 友達の考えを聞いて学 学習を振り返り、最初

から学習を振り返り、 たことや友達の考えの中 習を振り返り、学習のま の自分の考えを見直すこ

学んだ読み方をまとめ で自分の考えに取り入れ とめを書いている とができない。

ることができる たいと思ったことなどを

加えて、学習のまとめを

書いている。

４ 授業実践及び実践結果の分析と考察

(1) 複式学級で学び合いをうながすノートを活用した学習活動を取り入れた学習指導の手だての試

案に基づく授業実践の概要

授業実践は平成18年９月４日～９月21日まで、奥州市立大田代小学校第３学年（男子１名

女子１名 ・第４学年（男子２名 女子３名）計７名を対象として行った。単元名は３年「ちい）

ちゃんのかげおくり 、４年「一つの花」である。なお、単元の指導計画は【補充資料２ 、学」 】

習指導案は【補充資料３ 、授業実践の概要は10頁からの【資料１】～【資料２】に示す。】

自
分
の
考
え

を
も
つ
力

見
つ
め
直
す
力
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【資料１】学び合いをうながすノートを活用した授業実践の概要『３年生』
教材名 ３年 ◇ （２～３／８時間） ◇ （７／８時間）１の場面 ５の場面
「ちいちゃんの 目標―家族そろって「かげおくり」をするちいちゃんの気持ち 目標―１～４の場面と５の場面を比べながら読み、平和な暮ら
かげおくり」 を読み取ることができる。 しの様子を読み取ることができる。

学習活動段
◆教師の働きかけ 児童の様子 児童の考え ◆教師の働きかけ 児童の様子 児童の考え階

読み取りで押さえ
たキーワード 読み取りで押さえ

たキーワード①教えてくれた
②お父さん
③出征する前の日 ①小さな公園
④青い空 ②子どもたちと
⑤よくできそうな ③きらきら笑い声ら
空 ④遊んでえ

⑤ちいちゃんとおる ⑥子どもの時
兄ちゃんぐらい⑦よく遊んだ

表現は乏しいが、
ちいちゃんが幸せに
かげおくりをしてい
る姿を想像している
児童の気持ちが書か
れていた。

読み取りで押さ
、えたキーワードは
、たくさんあったが

学習課題に対する
考えとして児童が ノートの記述に
押さえたキーワー は、ちいちゃんが元
ドはその中の一部 気にかげおくりをし
に限られていた。 てほしいという気持

ちが表れていた。

Ｔ：どうして、ちいちゃんたちは、かげおく

りをするようになったのですか。

Ａ：②お父さんが③戦争に行く前に①教えて

くれたからだと思います。

Ｂ：⑥子どもの時、④青い空で、⑦たまに

やっていたから、⑤天気のいい空を見て

思い出したのだと思います。

Ｔ：町の様子はどう変わりましたか。

Ａ：ちいちゃんが一人でかげおくりをしたと

ころは、①小さな公園に変わった。

Ｂ：青い空の下、②子どもたちが③きらきら

笑い声をあげて④遊んでいました。

Ｂ：⑤ちいちゃんとお兄ちゃんぐらいの子ど

もたち。

内容を読み取る

◆押さえたキーワード

と結び付けながら自

分の考えを書きまし

ょう。

◆順序を表す言葉や場面の様子に着目し

て、キーワードを押さえましょう。
◆順序を表す言葉や場面の様子に着目し

て、キーワードを押さえましょう。

〈児童が結び付け

たキーワード〉

①教えてくれた

②お父さん

③出征する前の日

自分の考えを

もつ

◆自分の考えをノートに書きましょう。
〈児童が結び付けた

キーワード）

①小さな公園

⑤お兄ちゃんやちい

ちゃんぐらいの子

どもたち

読み取り

を基に自分

の考えを書

くことで自

分の考えを

はっきり形

に表す

ちいちゃんはまだ死なずにかげお

くりをして遊んでいる。

ちいちゃんは、まだ生きている。

ただ単に教材文を写して学習課題に対

する考えとするのではなく、自分の言

葉を使って表現した児童の初めの考え

たぶん父さんが出

征する前に教えてく

れたからです。

学習課題

ちいちゃんがかげおくりをして遊ぶ

ようになったのは、どうしてだろう。

学習課題

もしも戦争がなかったら、ちいち

ゃんはどうしているだろう。

自分の根拠を明

確にするためにキ

ーワードと自分の

考えを結び付けた

ノート
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ふ
友達のノートを指か

さし、共通点を指摘め
していた。る

向かい合わず隣り合
わせでノートを比べ、友
達との共通点を指摘した
ことで、スムーズに学び
合いができていた。

ふ
り
か

思考過程の交流え
を基に学習のまとる
めを書いていた。

・キーワードが課題解決の糸口であることが分かり、ノートをスムーズに
書いていた。
・直接指導である程度内容を押さえたことで、児童は自分の考えをもつこ

・自分の考えをもつ場面では、キーワードを選んで結び付けることにとま とができ、課題解決につながる学び合いをすることができた。
どいが見られた児童に対し、教師が支援することで、キーワードから分 ・友達のノートを指さしながら説明したり、友達のノートと自分のノート
かる心情や場面の様子をとらえ、自分なりの感想を書くことができた。 を見比べて考えたり、教師の指示がなくても子どもたちだけで課題解決
・読み取る場面が長く、ノートに貼らせた教材文が４ページにわたってい をするようになってきた。
たため、場面全体から課題を把握するのではなく、１ページからのみ、 ・二人だけの学び合いだったが「話す 「聞く 「理解する」の流れができ」 」

。 、 。とらえていた。 ていた そのため能力差はあったものの 対等に学び合うことができた
、 、・ノートを基に比べたり、時々教師が学び合いに加わったりしたので、活 キーワードの説明が中心になってしまったので 教師が補助発問をして

発に学び合いを行うことができた。 課題解決につながる学び合いをさせた。
・キーワードを選んだ理由を友達に説明し、考えを交流した。さらに自分 ・友達や先生との「話す 「聞く 「理解する」というやりとりによって、」 」
が選んでいないキーワードの説明をする児童も見られた。 語彙力が増したため、1時間目と比較し、学習のまとめに書かれている
・ とらえる」段階で考えをもてなかった児童が見られたが 「ふかめる」 内容が充実していた。また友達に分かってもらえるように丁寧に書くよ「 、
段階では友達のノートを参考に書き方を学び 「ふりかえる」段階では うになってきた。、
学習のまとめを書くことができた。 ・学習のまとめは、友達との話し合いで気付いたこと、確かになったこと

が表れた感想も加えられていた。

Ａ：あっ、気持ち。奪われてない。

Ｂ：お父さんやお母さんは、子どもの時に

よく遊んだから、それがとても楽しく

て、ちいちゃんにも教えてあげたかっ

たのかなあと思います。

Ａ：ぼくもＢちゃんと同じで、ちいちゃん

とお兄ちゃんに教えてあげたかったん

だと思います。

◆初めの考えを整理し、それに友達から聞いたこ

とを加えて、学習のまとめを書きましょう。

学び合いを受けて、

自分の考えを広げ深め

ていった学習のまとめ

学び合いが生かされ

た学習のまとめ

Ｔ：戦争でも、ちいちゃんから奪えなかった

ものはありますか。

Ｂ：幸せ

Ａ：幸せ奪われただろ。

Ｂ：ひどい。

Ｂ：天国に行って、奪われてはいない。

Ｂ：最後は、お父さんお母さんお兄さんに会

えたでしょう。それが幸せじゃない。

発問によって考えを広げ深めている様子

◆考えを見直すための指示

・自分の考えで足りないところ

・もっと考えてみたいと思ったこと学習を振

り返り、学

んだ読み方

をまとめる

考えを見直す

まだ元気にくらしているかなあと思い

ます。幸せにしていて、かげおくりをし

て遊んでいるかもしれないと思います。

ぼくは、かわいそうだなあと思いまし

た。なぜかというと、戦争のせいで、た

くさんの命を失ってしまうからです。

学習のまとめ

授業の様子

◆ノートを見て、考えの同じところ

や違うところを見つけましょう。
ノートを活用した学び合い ◆次の点について考えを比べましょう。

考えを比べる

友達と考

えを交流し

共通点や相

違点を明ら

かにする

Ａ：どうして「お父さん」に線を引いたの？

Ｂ：たぶんちいちゃんは、お父さんがもうど

こかに行くのを分かってて、お父さんは

出征する前に教えてくれたからです。

同内容
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【資料２】学び合いをうながすノートを活用した授業実践の概要『４年生』
教材名 ４年 ◇ （２～３／８時間） ◇ （７／８時間）１の場面 ５の場面
「一つの花」 目標―戦時下の生活の様子や幼いゆみ子が「一つだけちょうだ 目標―お母さんを助け、平和に暮らすゆみ子の様子を読み取る

い 」を覚えた理由を読み取ることができる。 ことができる。。
学習活動段

◆教師の働きかけ 児童の様子 児童の考え ◆教師の働きかけ 児童の様子 児童の考え階

ふ
り
か
え
る

読み取りで押さえ 読み取りで押さえた
たキーワード キーワードと
①深いため息 ①十年の年月ら

②とんとんぶきの小え ②どんな子に育つ
さな家る ③一つだけの喜び

④喜びなんて、一 ③コスモスの花
つだってもらえ ④いっぱい
ない ⑤あるいは知らない
⑤かわいそうな子 ⑥顔を覚えて
⑥一つだけちょう ⑦小さなお母さん

⑧お昼を作る日だい
⑦両手を出すこと ⑨ミシンの音
を知らずに ⑩お肉やお魚

考えを見直す

学習を振

り返り、学

んだ読み方

をまとめる

学習のまとめ

内容を

読み取る

◆十年後のゆみ子は、どんな子に育ったで しょう。お父さんが願った

とおりに一つだけのお花を大事にしていますか。

Ｔ：①十年たったゆみ子は、どんな暮らしを

していますか。

Ｃ：②とんとんぶきの小さな家は③コスモス

の花で④いっぱいに包まれています。

Ｃ：自分にお父さんがあったことも、⑤ある

いは知らないのかもしれません。

Ｃ：お父さんの⑥顔を覚えていません。

Ｃ：⑦小さなお母さんになって、⑧お昼を作

る日です。

Ｃ：⑨ミシンの音がたえず速くなったりおそ

くなったりしている。

Ｃ：⑩お肉やお魚を食べている。

◆前の時間に学習したことをノートを見て思い出し、学習のまとめを

書きましょう。

◆学習のまとめを見せ合ったり、次の課題を考えたりしましょう。

ゆみ子が「一つだけ、一つだけ。」と泣き出してしまったから、お父

さんはあやそうと思ってやったんだと思う。

一つだけの花だから、大切にしてもらいたくて、花をやったんだと思

う。命を大切にしてもらいたいから。

ゆみ子がおにぎりを全部食べてしまって、お父さんは、ゆみ子に何も

やれなかったから、ゴミ捨て場のようなところに咲いている花をやった

んだと思う。

私は、友達の意見を聞いていたら、ゆみ

子はすごくかわいそうだなあと思いまし

た。それにゆみ子はおやつがほしくて「一

つだけ、一つだけ。」と言いました。

お母さんはゆみ子が大切だから自分の方

から分けてあげました。とても、ゆみ子が

大切なんだなあと思いました。

Ｔ：お父さんは、なぜ①深いため息をついたの

ですか。

Ｃ：ゆみ子が将来②どんな子に育つか心配だっ

たから。

Ｃ：③一つだけの喜びさ、いや④喜びなんて、

一つだってもらえないかもしれないから。

Ｔ：ゆみ子は、なぜ⑤かわいそうなのですか。

Ｃ：⑥一つだけちょうだいと言えば、なんでも

もらえると思っているから。

Ｃ：ゆみ子は、⑦両手を出すことを知らずに育

つかもしれないから。

◆ゆみ子のことが大切で、自分の分をあげていたお母さん。では、

お父さんは、ゆみ子のことをどう思っていたのでしょう。

◆考えを見直す順序

①自分の考え ②友達から聞いたこと ③感想

◆書き終わったら、友達と見せ合いましょう。

友達の考えを聞いて、考えを見直した学

習のまとめ 学び合いを受けて、自分の考えを広げ深めていった学習のまとめ

学習課題

どうして、ゆみ子の覚えた最

初の言葉は、「一つだけちょう

だい。」なのだろう。

学習課題

ゆみ子はどんな子に育っただろう。



- -13

自分の根拠
を明確にする
ためにキーワー
ドと自分の考
えを結び付け
ていた。

ふ
か
め
る

友達のノート
をの ぞ き 込 み
キーワードを確
認していた。

・自分の考えをもつことは初めての活動だったにもかかわらず、どの児童 ・ノートに書いた自分の考えや学び合いでのメモ、そして教師のコメント
もキーワードを根拠に自分の考えをもとうとしていた。 を見ながら、前時の学習を振り返っていた。
・自分の考えとキーワードを結び付ける場面では、とまどう児童はあまり ・学習の流れやノート活用の流れを理解してきたので、学習のまとめを書
なく、進んで活動することができていた。ただ、キーワードと自分の考 いた児童がノートを互いに見せ合ったり、自分の考えをもった児童が学
えを結ぶ付けるという学習の流れを十分に理解していなかったので、 び合いを始めたり、教師の指示がなくても主体的に学習を進めるように
キーワードでなく、文章全体と結び付けている児童も見られた。 なってきた。
・キーワードを基に考えを交流したことで、課題解決につながる学び合い ・キーワードを根拠に自分の考えを書いている。感想を加えて書く児童も
をすることができた。 増えてきた。
・学び合いは両学年とも間接指導だったので、教師も余裕をもって学び合 ・話すだけでなく、友達の話をじっくり聞いたり、メモをとったり、聞く
いに加わることができた。 ことにおいても積極的な姿が見られた。
・教師も加わった学び合いでは 児童の発言を受けて補助発問をしたので ・友達と学び合ったこと、友達のノートから学んだことが学習のまとめに、 、
ふだんは二言三言で終わってしまう児童の学び合いがなかなか途切れ 生かされていた。最初の考えでは見られなかった考えや感想が書かれて
なかった。 いた。
・３人よりも２人のグループの方が、ノートを見せ合ったり、考えを交流 ・学び合いのグループが三つと非常に少ないので、どのグループにも教師
したり、活動が気兼ねなく行われていた。 が積極的にかかわることができた。

授業の様子

考えを比べる ノートを活用した学び合い

Ｃ：どうして、そのキーワードを選ん

だの。

Ｃ：「高い声」は元気な声だし、「ス

キップ」は元気だからできること

なので、これにしました。

キーワードを基にした学び合いの様子

Ｔ：お父さんが大事にしてほしいことは何ですか。

Ｃ：枯らさないできれいに元気に育てること。

Ｃ：家を全部、花にすること。

Ｃ：お父さんの願いってさ、たぶん「元気で丈夫な

子」っていうことじゃないかな。Ｃ：Ａさんと似ていて、「一つだけの喜びさ」とつなぎました。

Ｔ：Ａさんは、「深いため息」をどうして

選んだの？

Ｃ：ゆみ子が一生、両手を出すことを知ら

ずに過ごすかもしれないと思っていた

から、それで、不安になってきて、お

父さんが深いため息をついた。

Ｃ：「深いため息をついて」というのは、

不安というのもあったんだなあ。

◆ノートを見て、考えの同じところ

や違うところを見つけましょう。

友達と考

えを交流

し、共通点

や相違点を

明らかにす

る

考えを比べるための発問

お父さんは、どんな子

に育つんだろうと思った

から。

「一つだけちょうだい」

と言っているから、両手

を出すことを知らずにす

ごすかと思ったから。

とんとんぶきの小さ

な家に住んでいる。

元気で、日曜日に

は、小さなお母さんに

なってお昼をつくる

子。

◆次の点について考えを比べましょう。

◆考えをノートに書

きましょう。
自分の考えを

もつ

◆考えをノートに書

きましょう。

児童が結び付けた

キーワード

⑦小さなお母さん

児童が結び付けた

キーワード

⑥一つだけちょうだ

い

③一つだけの喜び

②どんな子に育つ

読み取りを

もとに自分の

考えを書くこ

とで、自分の

考えをはっき

り形に表す
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(2) 実践結果の分析と考察

ア 「自分の考えをもつ力」の育成状況について

【図５】は、９頁の【表７】の検証計画に基

づいて「自分の考えをもつ力」の変容状況をま

とめたものである。

１の場面では３年生にＣ評価の児童が１名い

たものの、２～５の場面へと学習が進むにつれ

て、全体がＢ評価以上となった。

【資料３】は、１の場面でＣ評価であった

３年Ｂ児のノートの記述内容である。Ｂ児は、

１の場面では、ノートに自分の考えを書くこと

ができていない。しかし、自分の考えをもつた

めの根拠となるキーワードを、読み取りを基に

【図５ 「自分の考えをもつ力」の変容状況して複数選ぶことはできている ２の場面では。 、 】

キーワードを選ぶだけでなく、ノートに自分の

【資料３】３年Ｂ児のノートの記述内容考えを書くことができている。このことから、

１の場面でノートに自分の考えを書くことがで

きなかったのは、学習の流れ、ノートの活用の

仕方を理解していなかったためと考える。

次頁の【資料４】は、３の場面における３年

Ａ児の「自分の考えをもつ力」についての詳細

である。読み取りで押さえたキーワードは「登

場人物の行動を表す言葉①②⑤⑧ 「場の様子」

を表す言葉④⑥⑦⑨ 「登場人物の心情を直接」

表現する言葉③」に分類される。それらのキー

ワードの中から、Ａ児は二つのキーワード③⑤

を自分の考えと結び付けている。そして、キー

ワード③「きっと帰ってくる」を基に自分の考

えとして 「ここにきてくれるんだよね 」と書、 。

いている。９頁の判断するための基準を基にし

て評価したとき、Ａ児の評価はＢである。Ａ児

、の考えの中に読み取りで押さえたキーワードは

「きっと帰ってくる」の一つしかないが、その

キーワードを根拠にして、自分の考えをもった

と判断できるからである Ａ児が結び付けたキー。

ワードは 「登場人物の行動を表す言葉」が中、

心である。これは、登場人物の心情を探る上で

は、行動に着目すればよいことにＡ児が気付い

たことを意味する。

このように正しく内容を読み取り、キーワードを根拠に考えたことで、自分の考えをもつこ

１の場面のノート

２の場面のノート

キーワードを

基にした自分

の考え

読み取りを基

に複数選んだ

キーワード

〈
自
分
の
考
え
〉

・
お
母
ち
ゃ
ん
は
、
き
っ
と
こ

こ
の
ど
こ
か
に
い
る
よ
。

・
お
母
ち
ゃ
ん
ま
っ
て
。

・
さ
、
早
く
走
っ
て
。

自分の考えを

書くことがで

きなかった。
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【資料４】 ３の場面における３年Ａ児の「自分の考えをもつ力」についての詳細

とができたと考える。他の児童のノートを分析したところ同じように自分の考えはどんな言葉、ど

んな文を根拠にしたのか明確になっていた。自分の考えの中に生かされているキーワードが一つし

かない児童が多いためＢ評価となった。しかしながら、実践を終え、研究担当者が設定した判断す

るための基準が妥当であったか振り返ってみると、中学年の発達段階を考慮した場合、ハードルが

高く妥当とは言い難かった。中学年の「読むこと」の目標は 「目的に応じ、内容の中心をとらえ、

て読むこと」であるから、一つのキーワードにこだわり、自分の考えをもつことができれば、その

目標は達成されたととらえることができる。児童全員、一つのキーワードを根拠に、自分の考えを

もつことができていたことから 「自分の考えをもつ力」は概ね育成されたと考える。、

イ 「比べる力」の育成状況について

【図６】は、９頁の【表７】の検証計画に基づい

て「比べる力」の変容状況をまとめたものである。

２の場面でＣ評価の児童が１名いるものの、全体と

してはＢ評価以上である。

次頁【資料５】は、第４学年の３の場面で、ノー

トを活用し、考えの共通点や相違点を見つける学び

合いの様子である。

Ｃ児とＤ児は共に①③のように、互いに「どうし

て～ 「なぜ～」と友達のキーワードや考えについ」

て、質問している。そして、友達の考えを聞くこと

により、Ｃ児は②でＤ児の考えとの共通点(次頁の資

【図６ 「比べる力」の変容状況料５※)を見つけている。これらの様子から児童は学 】

び合いによって共通点を見つけようとしていること

が分かる。このことは、Ｔ④の発問に対して、Ｃ児、Ｄ児とも⑤⑥と答えていることからも確認で

きる。Ｔ⑦は、児童が考えを比べるための発問である。この発問に対するＤ児の発言を受けて、Ｃ

児は⑧の発言をしている。これは、自分の考えと異なる考えがあることに初めて気がついた瞬間の

発言であることが分かる。

児童が結び付けた

二つのキーワード

③きっと帰ってくる

⑤ねむりました

読み取りで押さえた

キーワード

①深くうなずき

②また深くうなずき

⑥ざつのう

⑦ほしいい

⑧少し食べ

③きっと帰ってくる

④こわれかかった暗い

ぼう空ごう

⑤ねむりました

⑨こわれかかったぼう

空ごうの中

Ａ児のノート Ａ児の考え



- -16

【資料５】第４学年の３の場面で、ノートを活用し、考えの共通点や相違点を見つける学び合いの様子

このように、自分の考えと友達の考えを比べ共通点や相違点に着目させたことで、自分の考えの

良さや自分の考えに足りないところに気付き、さらに考えてみたいところを見つけることができて

いた。また、友達の考えをより深く理解しようとする姿勢が見られるようになったと考える。他の

児童の活動の様子を分析したところ同じように自分の考えと友達の考えを比べ、共通点や相違点に

着目していた。しかし、共通点、相違点のどちらか一つを指摘している児童が多いためＢ評価の児

童が多くなった。これは 「自分の考えをもつ力」の育成状況の考察でも述べたが、児童全員が一、

つのキーワードにこだわり自分の考えを書いたことにより、相違点、共通点のどちらか一つしか指

摘できなかったためと考える。判断するための基準について、検討の余地があることを感じた。た

だし、資料５の学び合いの様子からとらえられるように、共通点または相違点という一つの視点で

比べることができているか分析すれば Ｂ評価の児童は多いものの 深い読みに近づいており 比、 、 、「

べる力」は概ね育成されたと考える。

ウ 「見つめ直す力」の育成状況について

【図７】は９頁の【表７】の検証計画に基づ

いて「見つめ直す力」の変容状況をまとめたも

のである。

、 、１・２の場面では Ｂ評価が多く見られるが

、 、３の場面以降 Ａ評価の児童が次第に多くなり

５の場面では、全児童がＡ評価になっている。

これらのことから 「見つめ直す力」は、学習、

が進むにつれて、徐々に高まっていったことが

分かる。

次頁 資料６ は第４学年で 相違点をきっ、【 】 、

かけに自分の考えを見直すことができた場面で

【図７ 「見つめ直す力」の変容状況ある。 】

・お母さんはお父さんにゆみ子の泣き顔を見せたく

なかった。戦争に行く人に泣き顔を見せたくな

かったのかなあ。

・お父さんは軍歌に合わせてばんざいをしていた。

・お母さんは、戦争に行くお父さんにゆみ子の

泣き顔を見せたくなかった。

・お父さんはまるで戦争になんか行かない人の

ように軍歌を歌ったりばんざいをしたりして

いた。しながら、今日しかできないと思って

楽しんでいた。

Ｃ児の考え Ｄ児の考え
共通点(※）

Ｄ児 ①どうして、お父さんは、軍歌に合わせて歌を歌っていたと書いたのですか。
Ｃ児 なんか戦争に行く人ではないように思えたからです。
Ｃ児 ②Ｄ君とぼくと、だいたい同じだからなあ。
Ｃ児 Ｄ君は③なぜ、「ゆみ子の泣き顔を見せたくなかったのでしょうか」に線を引いたんですか。
Ｄ児 お母さんは戦争に行くお父さんにゆみ子の泣き顔を見せて、お父さんが暗くならないようにと

思ったからです。
Ｔ ④二人の考えは、同じところや違うところがありましたか。
Ｃ児 考えは、⑤大体同じ。
Ｄ児 違っているところはなかった。⑥キーワードも同じだった。
Ｔ ⑦どうしてお父さんは、歌を歌ったり小さくばんざいしたりしたのですか。
Ｄ児 ゆみ子を喜ばせるため。
Ｃ児 ⑧ああっ、そういう考え方もあるんだな。
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【資料６】第４学年で、相違点をきっかけに自分の考えを見直すことができた場面

Ｃ児は学習のまとめに書いたノートの中で、③「大事にしてほしい」と書いている。これは、自分

の発言①「お父さんだと思って大事にする」を基にして書いている。④⑤はＣ児が自分の考えと友達

の考えの違いをきっかけに自分の考えに足りないところに気付き、記述している。④「Ｇちゃんがお

守りと言っていた 、⑤「そういう考えもあったんだなあ」とＣ児が発言していることから、Ｇ児の」

発言②「お守りみたい」を聞いて共感し、自分の考えに加えたことが分かる。また、⑥「かわいそう

だと思った」⑦「もうゆみ子に会えないかもしれない」と、感想も加えて記述している。また、同様

に、⑧「コスモスをお守りやお父さんだと思って 、⑨「自分が死んでも元気に育ててほしい」と、」

学習をとおしてさらに考えたことなども加えて、課題に対する自分の考えをまとめて記述している。

９頁の判断するための基準を基にして評価したとき、Ｃ児の評価はＡである。友達の考えを聞いて、

友達の考えと自分の考えの違いに気付き、それをきっかけに自分の考えに足りないと思ったところを

見つけ出し、学習をとおしてさらに考えたことを加えて、自分の考えを見直したと判断したからである。

このように、思考過程の交流で気付いた共通点や相違点をきっかけにして、自分の考えに足りない

ところやさらに考えたことなどを加えて自分の考えを見直し、学んだ読み方をまとめることで、どの

児童も自分の考えをよりいっそう広げ深めることができたと考える。

以上のことから「見つめ直す力」は概ね育成されたと考える。

コスモスの花をどんどんふやしてほしい。③大事にして

ほしいという事だと思った。

④Ｇちゃんがお守りと言っていたので、⑤そういう考えも

あったんだなあと思った。

お父さんは、戦争に行って、⑥かわいそうだ思った。わ

けは、自分は、死にたくないのに戦争に行って、⑦もうゆ

み子に会えないかもしれないので、かわいそうだなあと思

いました。

⑧コスモスをお守りやお父さんだと思って、⑨自分が死ん

でも元気に育ててほしいと思ったと思う。

・コスモスがきれ

いだったから。

・ごみすてばのよ

うな所に一つだ

けさいていたか

ら。

初めに書いたノート Ｃ
児
の
見
直
し
た
考
え

Ｔ１ お父さんが本当に大事にしたいと思っている物は何ですか。

Ｃ児 これを①お父さんだと思って大事にすること。戦争中でいないから。

Ｇ児 お父さんがいなくても、これをお父さんの身代わりみたいに思って持っていてほしい。

Ｔ２ お父さんがコスモスの花をとおして何か伝えたかったことはありますか。

Ｇ児 ばくだんが降っても、ゆみ子はぴんぴん過ごせるように、②お守りみたいな。

Ｇ児 病気でも死なずに、きちんと生きられるように。

Ｃ児 大体同じです。

学習のまとめとしてふりかえる段階で書いたノート

ふかめる段階における学び合いの様子
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５ 複式学級における自分の考えを広げ深める国語科「読むこと」の指導に関する研究のまとめ

これまで、手だての試案に基づく授業実践を行い、実践結果の分析と考察をとおして、その有

効性について検討してきた。その結果から、成果と課題についてまとめる。

(1) 成果

ア 読み取りの根拠を明らかにして、学習課題に対する自分の考えをノートに記入したことに

より、叙述に即して内容を正確にとらえ、自分なりの感想や意見をもつことができた。

イ どのような道筋をたどって自分の考えに至ったのか、ノートを基に、お互いに伝え合った

ことにより、自分の考えと友達の考えとの共通点や相違点に気付き、自分の考えに足りない

ところやさらに考えてみたいところを見いだすことができた。

ウ 友達の考えを聞いて自分の考えに取り入れたいと思ったことや、学習をとおしてさらに考

。えてみたことを基に、学んだ読み方をまとめることにより、自分の考えを見直すことができた

(2) 課題

学び合いをうながすノートの活用においては、自分の考えをノートに記述した上で、学び合

うことが望ましい。児童が、自分の考えをしっかりともち、ノートに記述できるようにするた

めには、直接指導の時間を長く取り、児童の活動を支援することができるように、直接指導、

間接指導の時間の設定の仕方を検討する必要がある。

以上のことから、課題はあるものの、複式学級で学び合いをうながすノートを活用した学習活

動を取り入れた学習指導の手だての試案は有効であり、複式学級における自分の考えを広げ深め

るために効果があったものと考える。

Ⅴ 研究のまとめと今後の課題

１ 研究のまとめ

、 、この研究は 学び合いをうながすノートを活用した学習活動を取り入れた学習指導をとおして

複式学級における自分の考えを広げ深める国語科「読むこと」の指導について明らかにし、複式

学級の学習指導の改善に役立てようとするものであった。その結果、仮説の妥当性を確かめるこ

とができた。なお、成果として得られたことは、次のとおりである。

(1) 複式学級における自分の考えを広げ深める国語科「読むこと」の指導に関する基本構想

複式学級における自分の考えを広げ深める国語科「読むこと」の指導に関する基本的な考え

方や複式学級で学び合いをうながすノートを活用した学習活動を取り入れることの意義と学習

展開について明らかにし、基本構想としてまとめることができた。

(2) 基本構想に基づく実態調査及び調査結果の分析

手だての試案を作成するに当たって、児童の国語の学習における文章の内容を読み取る活動

に関する実態を把握するために調査を行った。調査によって明らかになったことから手だての

試案作成上の留意点をまとめることができた。

(3) 学び合いをうながすノートを活用した学習活動についての手だての試案の作成

基本構想及び実態調査から明らかになった手だての試案作成上の留意点を基にして、複式学

級で学び合いをうながすノートを活用した学習活動を取り入れた学習指導の手だての試案を作

成することができた。

(4) 授業実践及び実践結果の分析と考察

手だての試案に基づいた授業実践により、複式学級で学び合いをうながすノートを活用した
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学習活動を取り入れた学習指導の手だての試案が、複式学級における自分の考えを広げ深める

国語科「読むこと」の指導に有効であることを確かめることができた。

(5) 複式学級における自分の考えを広げ深める国語科「読むこと」の指導に関する研究のまとめ

実践結果の分析と考察に基づき、複式学級における自分の考えを広げ深める国語科「読むこ

と」の指導について、成果と課題を明らかにすることができた。

２ 今後の課題

本研究を今後より生かすための課題として、次のようなことが考えられる。

単位時間の指導過程にしたがって授業を進めた場合、ふりかえる段階が次時になる学年がある

ことから、複数単元にわたって 「読むこと」の指導形態をどのようにするか構想すること。、

〈おわりに〉

長期研修の機会を与えてくださいました関係諸機関の各位並びに所属校の諸先生方と児童のみな

さんに心から感謝を申し上げ、結びのことばといたします。
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【補充資料１】手だてにかかわる実態調査紙
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【補充資料２】単元「ちいちゃんのかげおくり 「一つの花」の指導計画（８時間扱い）」

学 習 活 動

時 学習指導目標 ３年「ちいちゃんのかげおくり」 ４年「一つの花」

１ ◎物語の概要 １ 全文を読み、感想をもつ。 １ 全文を読み、感想をもつ。

をとらえ学 ・初発の感想を書き、発表し合う。 ・初発の感想を書き、発表し合う。

習の見通し ・漢字の読み、語句の確認をする。 ・漢字の読み、語句の確認をする。

をもつこと お話を読んで、感想を書こう。 お話を読んで、感想を書こう。

ができる。

２ ◎叙述に即し ２ 場面ごとに情景や人物の気持ちを ２ 場面ごとに情景や人物の気持ちを読

・ て、情景や 読み取る み取る

３ 登場人物の (１)家族そろって「かげおくり」を (１)戦時下の生活の様子や幼いゆみ子が

心情を想像 するちいちゃんの気持ちを読み取る 「一つだけちょうだい 」を覚えた理。 。

しながら読 由を読み取る。

むことがで ちいちゃんがかげおくりをして遊ぶ どうして、ゆみ子の覚えた最初の言葉

きる。 ようになったのは どうしてだろう は 「一つだけちょうだい 」なのだ、 。 、 。

ろう。

４ (２)空襲の様子やひとりぼっちになっ (２)ゆみ子の将来を心配する両親の気持

てしまったちいちゃんの気持ちを読 ちを読み取る。

み取る。

たくさんの人たちの中でねむるちい どうしてお父さんは、ゆみ子をめちゃ

ちゃんはどんなことを思っただろう くちゃに高い高いしたのだろう。。

５ (３)はぐれた家族に会えると信じて (３)父親が出征する日の家族の様子や両

待っているちいちゃんの気持ちを読 親の気持ちを読み取る。

み取る。

こわれかかったぼう空ごうの中で、 お父さんが戦争に行く日、お母さんと

一人でねむるちいちゃんはどんなこ お父さんはそれぞれどんなことを思っ

とを思っただろう。 ただろう。

６ (４)たった一人でかげおくりをして家 (４)一輪のコスモスの花にこめられた父

族に会えたちいちゃんの気持ちを読 親の願いを読み取る。

み取る。

どうして、ちいちゃんは、きらきら どうしてお父さんは、一輪のコスモス

わらいながら花畑の中を走り出した の花をあげたのだろう。

のだろう。

７ (５)１～４の場面と５の場面を比べな (５)お母さんを助け、平和に暮らすゆみ

がら読み、平和な暮らしの様子を読 子の様子を読み取る。

み取る。

もしも戦争がなかったら、ちいちゃ ゆみ子はどんな子に育っただろう。

んはどうしているだろう。

８ ◎学習を振り (６)学習のまとめをする。 (６)学習のまとめをする。

返り自分の ・学習を振り返り、この物語を読んで ・学習を振り返り、この物語を読んで考

学びを文章 考えたことや学習したことなどを盛 えたことや学習したことなどを盛り込

で書くこと り込み、主人公宛に手紙を書く。 み、主人公宛に手紙を書く。

ができる。 ちいちゃんへ手紙を書こう。 ゆみ子へ手紙を書こう。



【補充資料３】第３・４学年複式国語科学習指導展開案
（ の場面／２・３時）1
（１） 年の目標 （１） 年の目標3 4

・家族そろって「かげおくり」をするちいちゃんの気持ちを読み取ることができる。 ・戦時下の生活の様子や幼いゆみ子が「一つだけちょうだい 」を覚えた理由を読み取る。

ことができる。

３ 年 ４ 年

段 指導上の留意点 形 指導上の留意点 段

階 ノートの活用 学 習 活 動 ○主な発問・指示 態 学 習 活 動（○主な発問・指示） ノートの活用 階○手だての試案による配慮事項 ○手だての試案による配慮事項（ ）

１．学習課題を確認する １．本時の準備や新出漢字・語句の練・学習の見通しを持た ・学習課題を書く。

習をする。せて、本時の学習に ちいちゃんがかげおくりをして遊

・次の作業を行っておく。 ・次の直接指導に速や意欲的に取り組める ぶようになったのはどうしてだろう ・学習課題を書く。。

・学習課題をノートに書く。 かに入れるように準ようにする。 ２．学習場面を音読する

・本時の学習場面を黙読する。 備させておく。・課題について考えな ・一の場面を読む。

・漢字・語句の練習をする。 ・個人学習できるようがら読むように指示

する。 ふ３．場面の内容を読み取る に指示しておく。

・板書を基にキーワー ・教師と一緒に、キー ・教師といっしょに、内容を読み取 り

ドに赤線を引かせ、 ワードに赤線を引い る。 直 間 か

どの児童も内容が正 ていく。 ○大事な言葉に線をひこう。 接 接 え

確に読み取れるよう る読み取りの観点とキーワード

・出征前日の家族とかげおくりの様子にする。

・板書には線を引くだ 「出征する前の日」「かげおくり 「お父さん」 」

けでなく、必要に応 「先祖のはかまいり 「青い空 「つぶやき」」 」

じて心情も書き込ん 「かげおくりのよくできそうな空 「こどものとき」」

「 」「 」「 」でいく 四人は手をつなぎ 白い四つのかげぼうし すごうい

○順序を表す言葉や場 「記ねん写真」

・お父さんの出征とその後の家族の様子面の様子に着目して

読み取らせるように 「白いたすき 「日の丸のはた 「列車に」と 」 」

する。 「体の弱いお父さん 「ぽつん 「いろいろなかげおくり」ら 」 」

「いくさがはげしく 「しょういだん 「ばくだん」え 」 」

「とても楽しいところ 「とてもこわい所」る 」

・間接指導に入る前に ・手順にしたがって、 ・学習の見通しを持４．課題に対する自分の考えをもつ ２．学習課題を確認する

児童だけで学習を進 自分の考えをノート ・読み取りを基にちいちゃんや両親 どうして、ゆみ子の覚えた最初の言 たせて、本時の学習

められるように考え に書く。 の気持ちを考え、ノートに書き込 葉は 「一つだけちょうだい 」なの に意欲的に取り組め、 。

をもつための手順を むことで自分の考えをはっきり形 だろう。 るようにする。

示す。 に表す。 ・課題について考えな考えをもつ手順 ３．学習場面を音読する

・一の場面を読む。 がら読むように指示

○自分の考えの根拠を ①赤線のほかにも大 ○みんなの考えをノートに書いてみ する。

明確にできるように 切だと思った言葉 よう。 ・教師と一緒に、キー ・板書をもとにキーワ４．場面の内容を読み取る

キーワードと結び付 には波線を引く。 ・教師といっしょに、内容を読み取 ワードに赤線を引い ードに赤線を引かせ予想される児童の反応

けさせるようにする ②学習課題に対する る。 ていく。 どの児童も内容が正。 ・お父さんが教えてくれた遊びだから。

考えをノートに書 間 直 ○大事な言葉に線をひこう。 確に読み取れるよう・いろいろなかげおくりがあって、楽

く。 接 接 にする。しいから。 読み取りの観点とキーワード

③ノート上段の教材 ・板書には線を引くだ・家族４人でした最後の遊びだから。 ・戦争中の生活の様子

文から考えの理由 「戦争のはげしかったころ 「そんな物」 けでなく、必要に応」

になるキーワード 「どこへ行ってもありません 「配給 「おいも 「豆」 じて心情も書き込ん」 」 」

を見つけ下段の考 「かぼちゃ 「毎日 「てきの飛行機 「ばくだん」 でいく。」 」 」

えと線でつなぐ。 「次々に焼かれて 「はい」 と」

○順序を表す言葉や場 ら・ゆみ子が最初の言葉を覚えた理由

「いつもおなかをすかして 「いくらでもほしがる」 面の様子に着目して え」

「一つだけよ 「自分の分から一つ 「一つだけ」 読み取らせるように る」 」

「お母さんの口ぐせ 「知らず知らずのうちに」 する。」

「口ぐせを覚えて」

○考えをどのように比 ・ノートの記述を基に ・手順にしたがって、 ・間接指導に入る前に５．考えを比べる ５．課題に対する自分の考えをもつ

べるのか、観点や手 考えを比べ合う。 ・友達と考えを交流し、共通点や相 ・読み取りを基に最初の言葉を覚え 自分の考えをノート 児童だけで学習を進

順を具体的に示す。 違点を明らかにする た理由を考え、ノートに書き込む に書く。 められるように考え比べる観点

・考えの同じところ ○自分の考えと友達の考えを比べて ことで自分の考えをはっきり形に をもつための手順を、 、 考えをもつ手順

○他人と考えが違って 違うところはどこ 同じところ、違うところ見つけ、 表す。 ①赤線のほかにも大 示す。

いても良いことを児 か。 そう考えた理由を話し合おう。 ○みんなの考えをノートに書いてみ 切だと思った言葉

童に伝える。 ・それぞれの考えの (例） 間 よう。 には波線を引く。 ○自分の考えの根拠を話し合いの進め方

理由になっている ① ○○くんの考えを先に聞かせて 接 ②学習課題に対する 明確にできるように。 予想される児童の反応

・考えの違いを児童だ キーワードは何か ② 次は、ぼくの考えを話すよ。 考えをノートに書 キーワードと結び付。 ・お母さんが、いつも「一つだけー。

けで見つけられない ③ 考えをくらべてみよう。 く。 けさせるようにす一つだけー 」と言っていたから。。

場合には、教師も話 ④ ○○くんは、～に線を引いたん ③ノート上段の教材 る。ふ ・一つだけだったら、もらえると思っ比べる手順

し合いに加わり助言 ①友達の考えを聞い だね。 文から考えの理由か たから。

する。 て、自分の考えと ⑤ △△くんは ～に引いたんだね になるキーワードめ ・お母さんの口ぐせを覚えてしまった、 。

照らし合わせる。 ⑥ ○○くんと、ぼくの考えは、少 間 を見つけ下段の考る から。

・児童の考えが類似し ②もし、友達のノー しにているね。キーワードは、こ 接 えと線でつなぐ。

ている場合には、根 トに波線が引いて れとこれが同じだね。でも、この

拠となる言葉や文も あれば自分のノー キーワードはちがうね どうして ・ノートの記述を基に ○考えをどのように比。 、 ６．考えを比べる

同じなのか、ほかに トにも青線を引く このキーワードをえらんだの？ ・友達と考えを交流し、共通点や相 考えを比べ合う。 べるのか、観点や手。

は、この考えの根拠 ③考えの同じところ ⑦ △△くんの考えは、ぼくの考え 違点を明らかにする 順を具体的に示す。比べる観点

になっている言葉は や違うところを見 とここがちがっているね。これは ・考えの同じところ

ないのか、考えさせ つける。 どのキーワードから～と考えた ○自分の考えと友達の考えを比べて 違うところはどこ ○友達と考えが違って、

る。 ④同じ理由や違う理 の？ 同じところ、違うところ見つけ、 か。 いても良いことを児

由をキーワードを ⑧ それはね。このキーワードから そう考えた理由を話し合おう。 ・お互いの考えの理 童に伝える。

基に話し合う。 ～だと思ったんだよ。 由になっているキ

(例） ーワードは何か。 ・児童の考えに共通点話し合いの進め方

がある場合には、な

・考えを広げ深めるこ ・ノートに見直した考 ① ○○くんの考えを先に聞かせて ぜ同じになったのか６．考えを見直す 比べる手順。

とができるように、 えを記述する。 ・学習を振り返り、学んだ読み方を ② 次は、ぼくの考えを話すよ。 ①友達の考えを聞い 他には、この考えの ふ

考えを見直すための まとめる。 間 ③ 考えをくらべてみよう。 て、自分の考えと 根拠となる言葉がな か

観点を示す。 接 ④ ○○くんは、～に線を引いたん 照らし合わせる。 いのかなどを考えさ め見直しの観点 予想される児童の見直した考え

だね。 ②もし、友達のノー せる。 る・戦争に行ったお父さんが教えてくれ

・最後に課題に対する ・自分の考えで足り ⑤ △△くんは ～に引いたんだね トに波線が引いてふ た遊びだし、家族４人で遊んだ最後 、 。

考えを感想もまじえ ないところはどこ ⑥ ○○くんと、ぼくの考えは、少 あれば自分のノー ・相違点については、り の遊びだから、お父さんの思い出が

て書かせる その際 か。 しにているね。キーワードは、こ トにも青線を引く 違いの理由が何に基か つまっている大事な遊びだから。。 、 。

今日の学習を振り返 ・友達の考えを聞い れとこれが同じだね。でも、この ③考えの同じところ づいているのか、根え ・かげおくりをすると、戦争に行った

るとともに友達の考 て、さらに考えて 間 キーワードはちがうね どうして や違うところを見 拠になる言葉や文かる お父さんとの楽しい日を思い出すこ 。 、

えを聞いて、自分の みたいと思ったと 接 このキーワードをえらんだの？ つける。 ら気付かせる。とができる。

考えに取り入れたい ころはどこか。 ⑦ △△くんの考えは、ぼくの考え ④同じ理由や違う理・４人でかげおくりをしたことは、お

と思ったことや学習 とここがちがっているね。どのキ 由をキーワードを父さんとお母さんが記念写真と言っ

をとおして、さらに ーワードから～と考えたの？ 基に話し合う。ていたので、家族がみんなそろった

考えたことなどを加 ⑧ それはね。このキーワードから ⑤友達の考えで大事最後の思い出だから。

えて、学習のまとめ ～だと思ったんだよ。 だと思ったことを

をさせる。 メモする。

－ ー資４
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（２の場面／４時）
○ 年の目標 ○ 年の目標3 4
・空襲の様子やひとりぼっちになってしまったちいちゃんの気持ちを読み取ることができる。 ・ゆみ子の将来を心配する両親の気持ちを読み取ることができる。

３ 年 ４ 年

段 指導上の留意点 指導上の留意点 段

階 ノートの活用 学 習 活 動（○主な発問・指示） 形態 学 習 活 動（○主な発問・指示） ノートの活用 階○手だての試案による配慮事項 ○手だての試案による配慮事項

・学習の見通しを持たせ ・学習課題を書く。 ・ノートに見直した考え ・前時の学習を十分想１．学習課題を確認する １．考えを見直す

て、本時の学習に意欲 たくさんの人たちの中でねむるちい ・前時学習をノートの記述から想起す を記述する。 起させ、考えを見直

的に取り組めるように ちゃんは どんなことを思っただろう る。 すための観点を示す、 。

２．学習場面を音読する 見直しの観点する。 ・前時の学習で学んだ読み方をまとめ

・課題について考えなが ・二の場面を読む。 る。 ・自分の考えで足りな ・前時の課題に対する

ら読むように指示す ・本時の学習場面を読んだり、学習課 いところはどこか。 考えを感想もまじえ

る。 ・教師と一緒に、キー 題について考えたり、準備をする。 ・友達の考えを聞いて て書かせる。その際 ふ３．場面の内容を読み取る 、

・板書を基にキーワード ワードに赤線を引い ・教師といっしょに 内容を読み取る さらに考えてみたい 前時の学習を振り返 り、 。 予想される児童の見直した考え

に赤線を引かせ、どの ていく。 ○大事な言葉に線をひこう。 直 間 と思ったところはど るとともに友達の考 か・戦争がはげしかったから、食べるもの

児童も内容が正確に読 接 接 こか。 えを聞いて自分の考 え読み取りの観点とキーワード はほとんどなかった。だから、おなか

み取れるようにする。 えに取り入れたい思 る・空襲の様子 をすかせたゆみ子にほんとうは、たく

・板書には線を引くだけ 「空襲警報 「サイレン 「赤い火 「あちこちに」 ったことや学習を通」 」 」 さん食べさせたかったんだけど、でき

でなく、必要に応じて 「風の強い日 「だれかがさけんで 「風があつく」 してさらに考えたこ」 」 なかった。それでも、お母さんは、自

心情も書き込んでい 「ほのおのうず 「おいかけて 「だき上げて走り」 となどを加えて、学」 」 分の分からゆみ子にあげていた。それ

く。 「ひどいけが 「おいぬかれたり、ぶつかったり」 習のまとめをさせ」 でも、いつも一つしかあげることがで

○順序を表す言葉や場面 る。・ひとりぼっちになったちいちゃんの気持ち きず、それが、お母さんの口ぐせにな

ってしまい、ゆみ子がそれを覚えてしの様子に着目して読み 「お母ちゃん、お母ちゃん 「ちいちゃんはさけび」」

まった。取らせるようにする。 「お母さんらしき人 「お母ちゃん 「ちいちゃんがさけぶと」」 」

「お母さんではありません 「たくさんの人たちの中で」と 」

ら

・間接指導に入る前に児 ・手順にしたがって、 ・学習課題を書く。 ・学習の見通しを持え ４．課題に対する自分の考えをもつ ２．学習課題を確認する

童だけで学習を進めら 自分の考えをノート ・読み取りを基にちいちゃんの気持ち お父さんは、ゆみ子をめちゃくちゃに たせて、本時の学習る

れるように考えをもつ に書く。 を考え、ノートに書き込むことで自 高い高いしながら、どんなことを思っ に意欲的に取り組め

ための手順を示す。 分の考えをはっきり形に表す。 ただろう。 るようにする。

○自分の考えの根拠を明 ○みんなの考えをノートに書いてみ ・課題について考えな考えをもつ手順 ３．学習場面を音読する

確にできるようにキー ①赤線のほかにも大切 よう。 ・二の場面を読む。 がら読むように指示

ワードと結び付けさせ だと思った言葉には する。

るようにする。 波線を引く。 ・教師と一緒にキーワー ・板書をもとにキーワ予想される児童の考え ４．場面の内容を読み取る

②学習課題に対する考 ・ひとりぼっちでさびしいよ。お母ち ・教師といっしょに 内容を読み取る ドに赤線を引いてい ードに赤線を引かせ、 。

えをノートに書く。 ゃん、お兄ちゃん、どこにいるの。 間 直 ○大事な言葉に線をひこう。 く。 どの児童も内容が正

③ノート上段の教材文 ・お母ちゃん、わたしだけをおいてど 接 接 確に読み取れるよう読み取りの観点とキーワード

から考えの理由にな こに行ったの。早くむかえにきてち にする。・ゆみ子の将来を心配する両親の気持ち

るキーワードを見つ ょうだい。 「なんてかわいそうな子 「なんでももらえると思ってる」 ・板書には線を引くだ」

け、下段の考えと線 「深いため息 「一生 「みんなちょうだい」 けでなく、必要に応」 」

でつなぐ。 「山ほどちょうだい 「両手を出すことを知らずに」 じて心情も書き込ん」

「みんな一つだけ 「一つだけの喜び」 でいく。 と」

「一つだってもらえないかも 「どんな子に育つだろう」 ○順序を表す言葉や場 ら」

面の様子に着目して え

読み取らせるように る

する。

○考えをどのように比べ ・ノートの記述を基に ・手順にしたがって、自 ・間接指導に入る前に５．考えを比べる ５．課題に対する自分の考えをもつ

るのか、観点や手順を 考えを比べ合う。 ・友達と考えを交流し、共通点や相 ・読み取りを基にお父さんの気持ちを 分の考えをノートに書 児童だけで学習を進

具体的に示す。 違点を明らかにする 考え、ノートに書き込むことで自分 く。 められるように考え比べる観点

・考えの同じところ、 ○自分の考えと友達の考えを比べて、 の考えをはっきり形に表す。 をもつための手順を考えをもつ手順

○他人と考えが違ってい 違うところはどこ 同じところ、違うところ見つけ、そ ○みんなの考えをノートに書いてみよ ①赤線のほかにも大切 示す。

ても良いことを児童に か。 う考えた理由を話し合おう。 う。 だと思った言葉には

伝える。 ・それぞれの考えの理 (例） 間 波線を引く。 ○自分の考えの根拠を話し合いの進め方 予想される児童の考え

由になっているキー ① ○○くんの考えを先に聞かせて。 接 ・ゆみ子が大きくなって、どんな子に ②学習課題に対する考 明確にできるように

・考えの違いを児童だけ ワードは何か。 ② 次は、ぼくの考えを話すよ。 育つか心配だ。 えをノートに書く。 キーワードと結び付

で見つけられない場合 ③ 考えをくらべてみよう。 ・この子は 一生 みんなちょうだい ③ノート上段の教材文 けさせるようにす、 、 、

には、教師も話し合い ④ ○○くんは、～に線を引いたんだ 山ほどちょうだいと言って、両手を から考えの理由にな る。ふ 比べる手順

に加わり助言する。 ①友達の考えを聞いて ね。 出すことを知らずにすごすかもしれ るキーワードを見つか

自分の考えと照らし ⑤ △△くんは、～に引いたんだね。 ない。 け、下段の考えと線め

・児童の考えが類似して 合わせる。 ⑥ ○○くんと、ぼくの考えは、少し 間 でつなぐ。る

いる場合には、根拠と ②もし、友達のノート にているね。キーワードは、これと 接

なる言葉も同じなの に波線が引いてあれ これが同じだね。でも、このキーワ ・ノートの記述を基に考 ○考えをどのように比６．考えを比べる

か、 ほかには、この考 ば自分のノートにも ードはちがうね。どうして、このキ ・友達と考えを交流し、共通点や相違 えを比べ合う。 べるのか、観点や手

えの 根拠になっている 青線を引く。 ーワードをえらんだの？ 点を明らかにする 順を具体的に示す。比べる観点

言葉 はないのか、考え ③考えの同じところや ⑦ △△くんの考えは、ぼくの考えと ・考えの同じところ違

させ る。 違うところを見つけ ここがちがっているね。これはどの ○自分の考えと友達の考えを比べて、 うところはどこか。 ○友達と考えが違って

る。 キーワードから～と考えたの？ 同じところ、違うところ見つけ、そ ・お互いの考えの理由 いても良いことを児

④同じ理由や違う理由 ⑧ それはね。このキーワードから～ う考えた理由を話し合おう。 になっているキーワ 童に伝える。

をキーワードを基に だと思ったんだよ。 ードは何か。

話し合う。 ・児童の考えに共通点

(例） がある場合には、な話し合いの進め方 比べる手順

・考えを広げ深めること ・ノートに見直した考 ① ○○くんの考えを先に聞かせて。 ①友達の考えを聞いて ぜ同じになったのか ふ６．考えを見直す 、

ができるように、考え えを記述する。 ・学習を振り返り、学んだ読み方をま 間 ② 次は、ぼくの考えを話すよ。 自分の考えと照らし 他には、この考えの か

を見直すための観点を とめる。 接 ③ 考えをくらべてみよう。 合わせる。 根拠となる言葉がな め

示す。 ④ ○○くんは、～に線を引いたんだ ②もし、友達のノート いのかなどを考えさ る見直しの観点 予想される児童の見直した考え

・さっきの人がお母ちゃんだったらよ ね。 に波線が引いてあ せる。

・最後に課題に対する考 ・自分の考えで足りな かったのに。お母ちゃん、お兄ちゃ ⑤ △△くんは、～に引いたんだね。 れ ば自分のノートふ

えを感想もまじえて書 いところはどこか。 ん、いったいどこにいったの。ひと ⑥ ○○くんと、ぼくの考えは、少し にも 青線を引く。 ・相違点については、り

かせる。その際、今日 ・友達の考えを聞い りぼっちでさびしいよ。 にているね。キーワードは、これと ③考えの同じところや 違いの理由が何に基か

の学習を振り返るとと て、さらに考えてみ ・お母ちゃんは、後から来るって、お これが同じだね。でも、このキーワ 違うところを見つ づいているのか、根え

もに友達の考えを聞い たいと思ったところ じさんが言ってた。だから明日にな 間 ードはちがうね。どうして、このキ け る。 拠になる言葉や文かる

て、自分の考えに取り はどこか。 れば、きっと会えると思う。 接 ーワードをえらんだの？ ④同じ理由や違う理由 ら気付かせる。

入れたいと思ったこと ⑦ △△くんの考えは、ぼくの考えと をキーワードを基

や学習をとおして、さ ここがちがっているね。どのキーワ に 話し合う。

らに考えたことなどを ードから～と考えたの？ ⑤友達の考えで大事だ

加えて、学習のまとめ ⑧ それはね。このキーワードから～ と思ったことをメ

をさせる。 だと思ったんだよ。 モ する。

ー ー資５



- 1 -

（ の場面／５時）3
（１） 年の目標 （１） 年の目標3 4

・はぐれた家族に会えると信じて待っているちいちゃんの気持ちを読み取ることができる。 ・父親が出征する日の家族の様子や両親の気持ちを読み取ることができる。

３ 年 ４ 年

段 指導上の留意点 指導上の留意点 段

階 ノートの活用 学 習 活 動（○主な発問・指示） 形態 学 習 活 動（○主な発問・指示） ノートの活用 階○手だての試案による配慮事項 ○手だての試案による配慮事項

・学習の見通しを持た ・学習課題を書く。 ・前時の学習を十分想１．学習課題を確認する １．考えを見直す ・ノートに見直した考

せて、本時の学習に こわれかかったぼう空ごうの中で、 ・前時学習をノートの記述から想起する 起させ、考えを見直えを記述する。

意欲的に取り組める 一人でねむるちいちゃんはどんなこと ・前時の学習で学んだ読み方をまとめる すための観点を示す

見直しの観点ようにする。 を思っただろう。 ・本時の学習場面を読んだり、学習課題

・課題について考えな について考えたり、準備をする ・前時の課題に対する２．学習場面を音読する ・自分の考えで足り

がら読むように指示 ・四の場面を読む。 考えを感想もまじえ予想される児童の見直した考え ないところはどこ

する。 て書かせる。その際 ふ・なんてかわいそうな子なんだろう。 か。

・板書を基にキーワー ・キーワードに赤線を引 前時の学習を振り返 り３．場面の内容を読み取る もらえるものはみんな一つだけしか ・友達の考えを聞い

ドに赤線を引かせ、 いていく。 ・教師といっしょに 内容を読み取る 直 間 るとともに友達の考 か、 。 ない。本当は、おなかいっぱい食べ て、さらに考えて

どの児童も内容が正 ○大事な言葉に線をひこう。 接 接 えを聞いて自分の考 えさせたいのに、それができないのが みたいと思ったと

確に読み取れるよう えに取り入れたい思 る読み取りの観点とキーワード とてもつらい。このままでは、大き ころはどこか。

にする。 ったことや学習を通・空襲による町や家の被害の様子 くなって、じょうぶな子に育つのだ

・板書には線を引くだ 「すっかりかわって 「あちこち、けむりが」 してさらに考えたこ」 ろうか。ゆみ子には、ぜったいしあ

けでなく、必要に応 「どこがうちなのか 「やけ落ちてなくなって」 となど、もう一度学」 わせになってほしいのに おれには、 、

と じて心情も書き込ん 習課題について考え・ぼう空ごうでの、ちいちゃんの様子 どうすることもできない。

ら でいく。 「ほしいい 「少し食べ 「こわれかかった暗い」 させる」 」

え ○順序を表す言葉や場 「少しかじり」

・母と兄が必ずここに帰ってくると信じるちいちゃんの気持ちる 面の様子に着目して

読み取らせるように 「深くうなずき 「また深くうなずき 「きっと帰ってくる」」 」

する。

・手順にしたがって、自 ・学習の見通しを持４．課題に対する自分の考えをもつ ２．学習課題を確認する ・学習課題を書く。

・間接指導に入る前に 分の考えをノートに書 ・読み取りを基にちいちゃんの気持ち お父さんが戦争に行く日、お母さんと たせて、本時の学習

児童だけで学習を進 く。 を考え、ノートに書き込むことで自 お父さんは、それぞれどんなことを思 に意欲的に取り組め

められるように考え 分の考えをはっきり形に表す。 っただろう。 るようにする。

をもつための手順を ・課題について考えな３．学習場面を音読する

示す。 ○みんなの考えをノートに書いてみよ がら読むように指示・四の場面を読む。

う。 する。考えをもつ手順

○自分の考えの根拠を ①赤線のほかにも大切 ・板書をもとにキーワ４．場面の内容を読み取る ・キーワードに赤線を

明確にできるように だと思った言葉や文 ・教師といっしょに、内容を読み取る。 ードに赤線を引かせ引いていく。

キーワードと結び付 には波線を引く。 間 直 ○大事な言葉に線をひこう。 どの児童も内容が正予想される児童の考え

けさせるようにす ②学習課題に対する考 接 接 確に読み取れるよう・お母ちゃんとお兄ちゃんは、きっ 読み取りの観点とキーワード

る。 えをノートに書く。 にする。と帰ってくるよ。だからここで待 ・戦争の状況

③ノートの上段から考 「あまりじょうぶでない 「戦争に行かなければならない日」 ・板書には線を引くだっていよう。 」

えの理由になるキー 「防空ずきん 「包帯 「お薬 「配給のきっぷ」 けでなく、必要に応・おなかがすいたし、こわいよ。お 」 」 」

ワードを見つけ、下 「大事なお米」 じて心情も書き込ん と母ちゃん、早く帰ってきて。

段の考えと線でつな でいく。 ら・みんなの家が焼けてしまった。あ ・戦争に行く日の両親の気持ち

ぐ。 [泣き顔 「見せたくなかった」 ○順序を表す言葉や えたしたちの部屋もなくなってしま 」

「小さくばんざい 「歌を歌って」 場面の様子に着目し るった。 」

「まるで、戦争に行く人ではないかのよう」 て読み取らせるよう

にする。

○考えをどのように比 ・ノートの記述を基に考 ・間接指導に入る前に５．考えを比べる ５．課題に対する自分の考えをもつ ・手順にしたがって、

べるのか、観点や手 えを比べ合う。 ・友達と考えを交流し、共通点や相違 ・読み取りを基にちいちゃんの気持ち 児童だけで学習を進自分の考えをノート

順を具体的に示す。 点を明らかにする を考え、ノートに書き込むことで自 められるように考えに書く。

○自分の考えと友達の考えを比べて、 分の考えをはっきり形に表す。 をもつための手順を比べる観点 考えをもつ手順

○他人と考えが違って ・考えの同じところ、 同じところ、違うところ見つけ、そ ○みんなの考えをノートに書いてみよ 示す。①赤線のほかにも大切だ

いても良いことを児 違うところはどこか う考えた理由を話し合おう。 う。 ○自分の考えの根拠をと思った言葉や文には

童に伝える。 ・それぞれの考えの理 間 明確にできるように予想される児童の考え 波線を引く。

由になっているキー (例） 接 キーワードと結び付話し合いの進め方 ○お母さん ②学習課題に対する考え

・考えの違いを児童だ ワードは何か。 けさせるようにす・戦争に行く日なのに、お父さんにゆ をノートに書く。

けで見つけられない ① ○○くんの考えを先に聞かせて。 る。み子の泣き顔を見せたくない。しか ③ノートの上段から考え

の理由になるキーワーふ 場合には、教師も話 ② 次は、ぼくの考えを話すよ。比べる手順 たがないから、おにぎりをゆみ子に

ドを見つけ、下段の考か し合いに加わり助言 ①友達の考えを聞い ③ ○○くんは、～に線を引いたんだ あげてしまおう。

えと線でつなぐ。め する。 て、自分の考えと照 ね。 間 ○お父さん

る らし合わせる。 ④ △△くんは、～に引いたんだね。 接 ・もうゆみ子に会えないかもしれない。

・児童の考えが類似し ②もし、友達のノート ⑤ ○○くんと、ぼくの考えは、少し ・戦争に行きたくない。

ている場合には、根 に波線が引いてあれ にているね。キーワードは、これ

拠となる言葉や文も ば、自分のノートに とこれが同じだね。でも、この ・ノートの記述を基に ○考えをどのように比５．考えを比べる

同じなのか、ほかに も青線を引く。 キーワードはちがうね どうして ・友達と考えを交流し、共通点や相違点 考えを比べ合う。 べるのか、観点や手。 、

は、この考えの根拠 ③考えの同じところや このキーワードをえらんだの？ を明らかにする 順を具体的に示す。比べる観点

になっている言葉は 違うところを見つけ ⑥ △△くんの考えは、ぼくの考えと ・考えの同じところ

ないのか、考えさせ る。 ちがっているね。どうして～と考 ○自分の考えと友達の考えを比べて、同 違うところはどこ ○友達と考えが違って

る。 ④同じ理由や違う理由 えたの？ じところ、違うところ見つけ、そう考 か。 いても良いことを児

をキーワードを基に ⑦ それはね。この言葉からちいちゃ えた理由を話し合おう。 ・お互いの考えの理 童に伝える。

話し合う。 んが～だと思ったからだよ。 由になっているキ

ーワードは何か。 ・児童の考えに共通点

(例） がある場合には、な話し合いの進め方

ぜ同じになったのか比べる手順

・考えを広げ深めるこ 間 ① ○○くんの考えを先に聞かせて。 ①友達の考えを聞い 他には、この考えの ふ・ノートに見直した考えを ６．考えを見直す

とができるように、 ・学習を振り返り、学んだ読み方をま 接 ② 次は、ぼくの考えを話すよ。 て、自分の考えと 根拠となる言葉がな か記述する。

考えを見直すための とめる。 ③ ○○くんは ～に線を引いたんだね 照らし合わせる。 いのかなどを考えさ め、 。

観点を示す。 ④ △△くんは、～に引いたんだね。 ②もし、友達のノー せる。 る見直しの観点

・最後に課題に対する ⑤ ○○くんと、ぼくの考えは、少しに トに波線が引いて予想される児童の見直した考え

考えを感想もまじえ ・自分の考えで足りな ているね。キーワードは、これとこ あれば自分のノー ・相違点については、・あたしたちの家は焼けてなくなっ

ふ て書かせる その際 いところはどこか。 れが同じだね。でも、このキーワー トにも青線を引く 違いの理由が何に基。 、 。てしまったけど、お母ちゃんたち

り 今日の学習を振り返 ・友達の考えを聞いて ドはちがうね。どうして、このキー ③考えの同じところ づいているのか、根は、きっとここに帰ってくると信

か るとともに友達の考 さらに考えてみたい ワードをえらんだの？ や違うところを見 拠になる言葉や文かじてる。それまで、ずっと待って

え えを聞いて、自分の と思ったところはど 間 ⑥ △△くんの考えは、ぼくの考えとち つける。 ら気付かせる。るよ。

る 考えに取り入れたい こか。 接 がっているね。どのキーワードから ④同じ理由や違う理

と思ったことや学習 ～と考えたの？ 由をキーワードを

をとおして、さらに ⑦ この言葉からちいちゃんが～だと思 基に話し合う。

考えたことなどを加 ったんだよ。 ⑤友達の考えで大事

えて、もう一度、学 だと思ったことを

習課題について考え メモする。

させる。

ー ー資６
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（４の場面／６時）
（１） 年の目標 （１） 年の目標3 4
・たった一人でかげおくりをして家族に会えたちいちゃんの気持ちを読み取ることができる。 ・一輪のコスモスの花にこめられた父親の願いを読み取ることができる。

３ 年 ４ 年

段 指導上の留意点 指導上の留意点 段

階 ノートの活用 学 習 活 動（○主な発問・指示） 形態 学 習 活 動（○主な発問・指示） ノートの活用 階○手だての試案による配慮事項 ○手だての試案による配慮事項

・学習の見通しを持たせ ・学習課題を書く。 ・ノートに見直した考え ・前時の学習を十分想１．学習課題を確認する １．考えを見直す

て、本時の学習に意欲 どうしてちいちゃんは、きらきらわ ・前時学習をノートの記述から想起す を記述する。 起させ、考えを見直

的に取り組めるように らいながら、花畑の中を走り出したの る。 すための観点を示す

する。 だろう。 ・前時の学習で学んだ読み方をまとめ

・課題について考えなが る。 ・前時の課題に対する２．学習場面を音読する 見直しの観点

ら読むように指示す ・四の場面を読む。 ・本時の学習場面を読んだり、学習課 ・自分の考えで足りな 考えを感想もまじえ

る。 ・教師と一緒に、キー 題について考えたり、準備をする。 いところはどこか。 て書かせる。その際 ふ３．場面の内容を読み取る

・板書を基にキーワード ワードに赤線を引い ・教師といっしょに 内容を読み取る ・友達の考えを聞いて 前時の学習を振り返 り、 。 、予想される児童の見直した考え

に赤線を引かせ、どの ていく。 ○大事な言葉に線をひこう。 さらに考えてみたい るとともに友達の考 か○お母さん

児童も内容が正確に読 直 間 ・どうして 体のあまりじょうぶでない と思ったところはど えを聞いて自分の考 え読み取りの観点とキーワード 、 、

み取れるようにする。 接 接 お父さんまで戦争にいかなければなら こか。 えに取り入れたい思 る・厳しい環境で数日過ごしたちいちゃんの様子

・板書には線を引くだけ 明るい光 暑いような寒いような ひどくのどがかわいて ないのだろう。もしかして、もう、お ったことや学習を通「 」「 」「 」

でなく、必要に応じて 「太陽は、高く上がって 「青い空からふって」 父さんは帰ってこないかもしれない。 してさらに考えたこ」

心情も書き込んでい ・戦争に行くお父さんを笑顔で見送って となどを加えて、学・たった一人でかげおくりをするちいちゃんの様子

く。 「ふらふらする足 「たった一つのかげぼうしを見つめ」 あげたい。だから、お父さんのために 習のまとめをさせ」

○順序を表す言葉や場面 「くっきりと白いかげが四つ 「体がすきとおって」 大事なお米で作ったおにぎりだけど、 る。」

の様子に着目して読み 「空にすいこまれて」 ゆみ子にあげてしまおう。

・家族にやっと会えたちいちゃんの気持ち ○お父さん取らせるようにする。

「空色の花畠の中 「空の上 「おなかがすいて軽くなった」 ・どうして、戦争に行かなければならなと 」 」

「わらいながら歩いて 「なあんだ 「こんな所にいた」 いのだろう。おれが戦争に行ったら、ら 」 」

「きらきらわらい 「走り出し 「小さな女の子の命」 ゆみ子はどうなってしまうのか。え 」 」

「空に消え」る

・間接指導に入る前に児 ・手順にしたがって、 ・学習課題を書く。 ・学習の見通しを持４．課題に対する自分の考えをもつ ２．学習課題を確認する

童だけで学習を進めら 自分の考えをノート ・読み取りを基にちいちゃんの気持ち どうしてお父さんは、コスモスの花を たせて、本時の学習

れるように考えをもつ に書く。 を考え、ノートに書き込むことで自 一輪あげたのだろう。 に意欲的に取り組め

ための手順を示す。 分の考えをはっきり形に表す。 るようにする。

○みんなの考えをノートに書いてみよ ・課題について考えな考えをもつ手順 ３．学習場面を音読する

○自分の考えの根拠を明 ①赤線のほかにも大切 う。 ・四の場面を読む。 がら読むように指示

確にできるようにキー だと思った言葉には する。予想される児童の考え

ワードと結び付けさせ 波線を引く。 ・教師と一緒にキーワー ・板書をもとにキーワ・ちいちゃんは、お母さんたちが来るの ４．場面の内容を読み取る

るようにする。 ②学習課題に対する考 ・教師といっしょに 内容を読み取る ドに赤線を引いてい ードに赤線を引かせをずっと信じて待っていたのだから、 、 。

えをノートに書く。 ○大事な言葉に線をひこう。 く。 どの児童も内容が正やっと家族と会えたので、しあわせだ

③ノート上段の教材文 間 直 確に読み取れるようと思う。 読み取りの観点とキーワード

から考えの理由にな 接 接 にする。・プラットホームでのゆみ子の様子

るキーワードを見つ ・家族に会えたのはよかったけど、ち 「いよいよ汽車が入ってくるというとき 「またゆみ子の」 ・板書には線を引くだ」

け、下段の考えと線 いちゃんは、死んでしまったのだか 「一つだけちょうだい 「みんなおやりよ」 けでなく、必要に応」

でつなぐ。 ら、本当にしあわせとはいえないと 「とうとう泣き出して 「一つだけ」 じて心情も書き込ん」

思う。 でいく。・一輪のコスモスの花をゆみ子にあげたお父さんの気持ち

「ぷいといなくなって 「ごみすて場のような所」 ○順序を表す言葉や場 と」

わすれられたように コスモスの花 一輪のコスモスの花 面の様子に着目して ら「 」「 」「 」

「ひとつだけあげよう 「一つだけのお花 「大事に」 読み取らせるように え」 」

「キャッキャッ 「足をばたつかせて 「にっこり笑う」 する。 る」 」

「何も言わず 「一つの花を見つめながら」」

○考えをどのように比べ ・ノートの記述を基に ・手順にしたがって、自 ・間接指導に入る前に５．考えを比べる ５．課題に対する自分の考えをもつ

るのか、観点や手順を 考えを比べ合う。 ・友達と考えを交流し、共通点や相 ・読み取りを基にお父さんの気持ちを 分の考えをノートに書 児童だけで学習を進

具体的に示す。 違点を明らかにする 考え、ノートに書き込むことで自分 く。 められるように考え比べる観点

・考えの同じところ、 ○自分の考えと友達の考えを比べて、 の考えをはっきり形に表す。 をもつための手順を考えをもつ手順

○他人と考えが違ってい 違うところはどこ 同じところ、違うところ見つけ、そ ○みんなの考えをノートに書いてみよ ①赤線のほかにも大切 示す。

ても良いことを児童に か。 う考えた理由を話し合おう。 う。 だと思った言葉には

伝える。 ・それぞれの考えの理 (例） 間 波線を引く。 ○自分の考えの根拠を話し合いの進め方 予想される児童の考え

由になっているキー 接 ・コスモスは、もっとたくさんさいてい ②学習課題に対する考 明確にできるように

・考えの違いを児童だけ ワードは何か。 ① ○○くんの考えを先に聞かせて。 たと思う。でも、ゆみ子が 「一つだ えをノートに書く。 キーワードと結び付、

で見つけられない場合 ② 次は、ぼくの考えを話すよ。 け。一つだけ 」と言っているので、 ③ノート上段の教材文 けさせるようにす。

には、教師も話し合い ③ 考えをくらべてみよう。 一つだけあげたのだと思う。 から考えの理由にな る。ふ 比べる手順

に加わり助言する。 ④ ○○くんは、～に線を引いたんだ ・お父さんは、コスモスをもっとたくさ るキーワードを見つか

①友達の考えを聞いて ね。 んあげたかったんだけど、たった一輪 け、下段の考えと線め

・児童の考えが類似して 自分の考えと照らし ⑤ △△くんは、～に引いたんだね。 間 しかさいていなかったんだと思う。だ でつなぐ。る

いる場合には、根拠と 合わせる。 ⑥ ○○くんと、ぼくの考えは、少し 接 から、かわりに一輪のコスモスにいろ

なる言葉も同じなの ②もし、友達のノート にているね。キーワードは、これと んな気持ちをこめてゆみ子にわたした

か、 ほかには、この考 に波線が引いてあれ これが同じだね。でも、このキーワ んだと思う。

えの ば自分のノートにも ードはちがうね。どうして、このキ

根拠になっている言葉 青線を引く。 ーワードをえらんだの？ ・ノートの記述を基に考 ○考えをどのように比６．考えを比べる

はないのか、考えさせ ③考えの同じところや ⑦ △△くんの考えは、ぼくの考えと ・友達と考えを交流し、共通点や相違 えを比べ合う。 べるのか、観点や手

る。 違うところを見つけ ここがちがっているね。これはどの 点を明らかにする 順を具体的に示す。比べる観点

る。 キーワードから～と考えたの？ ・考えの同じところ違

④同じ理由や違う理由 ⑧ それはね。このキーワードから～ ○自分の考えと友達の考えを比べて、 うところはどこか。 ○友達と考えが違って

をキーワードを基に だと思ったんだよ。 同じところ、違うところ見つけ、そ ・お互いの考えの理由 いても良いことを児

話し合う。 う考えた理由を話し合おう。 になっているキーワ 童に伝える。

ードは何か。

・児童の考えに共通点

(例） がある場合には、な話し合いの進め方 比べる手順

・考えを広げ深めること ・ノートに見直した考 ① ○○くんの考えを先に聞かせて。 ①友達の考えを聞いて ぜ同じになったのか６．考えを見直す 、

ができるように、考え えを記述する。 ・学習を振り返り、学んだ読み方をま ② 次は、ぼくの考えを話すよ。 自分の考えと照らし 他には、この考えの

を見直すための観点を とめる。 ③ 考えをくらべてみよう。 合わせる。 根拠となる言葉がな

示す。 ④ ○○くんは、～に線を引いたんだ ②もし、友達のノート いのかなどを考えさ見直しの観点 予想される児童の見直した考え

・ちいちゃんは、今にも死にそうなく ね。 に波線が引いてあ せる。 ふ

・最後に課題に対する考 ・自分の考えで足りな らい苦しかった。だから、青い空を ⑤ △△くんは、～に引いたんだね。 れ ば自分のノート か

えを感想もまじえて書 いところはどこか。 見て、家族みんなやった楽しいかげ 間 ⑥ ○○くんと、ぼくの考えは、少し にも 青線を引く。 ・相違点については、 め

かせる。その際、今日 ・友達の考えを聞い おくりをのことを思いだしたんだと 接 にているね。キーワードは、これと ③考えの同じところや 違いの理由が何に基 る

の学習を振り返るとと て、さらに考えてみ 思う。青い空からふってきたお父さ これが同じだね。でも、このキーワ 違うところを見つ づいているのか、根

もに友達の考えを聞い たいと思ったところ んの声やお母さんの声を聞いたら、 ードはちがうね。どうして、このキ け る。 拠になる言葉や文かふ

て、自分の考えに取り はどこか。 みんながすぐそばにいるような気が ーワードをえらんだの？ ④同じ理由や違う理由 ら気付かせる。り

入れたいと思ったこと して、うれしかったと思う。きっと 間 ⑦ △△くんの考えは、ぼくの考えと をキーワードを基か

や学習をとおして、さ 帰ってくるとずっと信じて待ってい 接 ここがちがっているね。どのキーワ に 話し合う。え

らに考えたことなどを たお母さんとお兄ちゃんだけでなく ードから～と考えたの？ ⑤友達の考えで大事だる 、

加えて、学習のまとめ お父さんにもやっと会えたのだから ⑧ それはね。このキーワードから～ と思ったことをメ、

をさせる。 ちいちゃんは、とてもしあわせな気 だと思ったんだよ。 モ する。

持ちできらきらわらいながら走りだ

したのだと思う。

ー ー資７
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（ の場面／ 時）5 7
○ 年の目標 ○ 年の目標3 4
・１～４の場面と５の場面を比べながら読み、平和な暮らしの様子を読み取ることができる。 ・お母さんを助け、平和に暮らすゆみ子の様子を読み取ることができる。

３ 年 ４ 年

段 指導上の留意点 指導上の留意点 段

階 ノートの活用 学 習 活 動（○主な発問・指示） 形態 学 習 活 動（○主な発問・指示） ノートの活用 階○手だての試案による配慮事項 ○手だての試案による配慮事項

・学習の見通しを持たせ ・学習課題を書く。 ・ノートに見直した考え ・前時の学習を十分想１．学習課題を確認する １．考えを見直す

て、本時の学習に意欲 もしも戦争がなかったら、ちいちゃ ・前時学習をノートの記述から想起す を記述する。 起させ、考えを見直

的に取り組めるように んはどうしているだろう。 る。 すための観点を示す

２．学習場面を音読する 見直しの観点する。 ・前時の学習で学んだ読み方をまとめ

・課題について考えなが ・五の場面を読む。 る。 ・自分の考えで足りな ・前時の課題に対する

ら読むように指示す ・本時の学習場面を読んだり、学習課 いところはどこか。 考えを感想もまじえ３．場面の内容を読み取る

る。 ・教師と一緒に、キー ・教師といっしょに 内容を読み取る 題について考えたり、準備をする。 ・友達の考えを聞いて て書かせる。その際 ふ、 。 、

・板書を基にキーワード ワードに赤線を引い ○大事な言葉に線をひこう。 さらに考えてみたい 前時の学習を振り返 り予想される児童の見直した考え

に赤線を引かせ、どの ていく。 直 間 ・コスモスの花は一輪だけでなく、もっ と思ったところはど るとともに友達の考 か

児童も内容が正確に読 接 接 とたくさんさいていたと思う。でも、 こか。 えを聞いて自分の考 え読み取りの観点とキーワード

み取れるようにする。 ゆみ子が「一つだけ。一つだけ 」と えに取り入れたい思 る・戦争でちいちゃんの周りから失われていったもの 。

・板書には線を引くだけ 「お父さん 「かげおくり 「お母さん 「お兄ちゃん」 泣いていたので、一輪だけあげたのだ ったことや学習を通」 」 」

でなく、必要に応じて 「家 「町 「部屋 「命」 ろう。だけど、お父さんは一輪だけの してさらに考えたこ」 」 」

心情も書き込んでい コスモスに、自分の気持ちをたくさん となどを加えて、学・平和になった町の様子

く。 「いっぱい家 「小さな公園」 こめて、ゆみ子にわたしたと思う。そ 習のまとめをさせ」

○順序を表す言葉や場面 「お兄ちゃんやちいちゃんぐらいの子どもたち」 れは、ゆみ子を心配する気持ちだった る。と

の様子に着目して読み 「きらきらわらい声 「遊んで」 り、しあわせになってほしいと思う気ら 」

取らせるようにする。 持ちだったり、ゆみ子を愛する気持ちえ

だったと思う。る

・間接指導に入る前に児 ・手順にしたがって、 ・学習課題を書く。 ・学習の見通しを持４．課題に対する自分の考えをもつ ２．学習課題を確認する

童だけで学習を進めら 自分の考えをノート ・読み取りを基に戦争がなかった時の ゆみ子は、どんな子に育っただろう。 たせて、本時の学習

れるように考えをもつ に書く。 ちいちゃんの生活を考え、ノートに に意欲的に取り組め

ための手順を示す。 書き込むことで自分の考えをはっき るようにする。

り形に表す。 ・課題について考えな考えをもつ手順 ３．学習場面を音読する

○自分の考えの根拠を明 ①赤線のほかにも大切 ○みんなの考えをノートに書いてみよ ・五の場面を読む。 がら読むように指示

確にできるようにキー だと思った言葉には う。 する。

ワードと結び付けさせ 波線を引く。 ・教師と一緒にキーワー ・板書をもとにキーワ予想される児童の考え ４．場面の内容を読み取る

るようにする。 ②学習課題に対する考 ・ちいちゃんは、家族と毎日平和にく ・教師といっしょに 内容を読み取る ドに赤線を引いてい ードに赤線を引かせ、 。

えをノートに書く。 らしていると思う。 ○大事な言葉に線をひこう。 く。 どの児童も内容が正

③ノート上段の教材文 ・時々家族みんなでかげおくりをして 間 直 確に読み取れるよう

から考えの理由にな 楽しんでいると思う。 接 接 にする。読み取りの観点とキーワード

るキーワードを見つ ・板書には線を引くだ・平和に暮らすゆみ子とお母さんの様子

け、下段の考えと線 「十年の年月 「お父さんの顔 「覚えていません」 けでなく、必要に応」 」

でつなぐ。 「あるいは知らないのかも 「とんとんぶきの小さな家」 じて心情も書き込ん」

「コスモスの花でいっぱい 「ミシンの音 「お肉とお魚」 でいく。」 」

「買い物かご 「スキップ 「コスモスのトンネル 「日曜日」 ○順序を表す言葉や場 と」 」 」

「小さなお母さん 「お昼を作る日」 面の様子に着目して ら」

読み取らせるように え

する。 る

○考えをどのように比べ ・ノートの記述を基に ・手順にしたがって、自 ・間接指導に入る前に５．考えを比べる ５．課題に対する自分の考えをもつ

るのか、観点や手順を 考えを比べ合う。 ・友達と考えを交流し、共通点や相違 ・読み取りやこれまでの学習を振り返 分の考えをノートに書 児童だけで学習を進

具体的に示す。 点を明らかにする り、平和に暮らすゆみ子がどんな子 く。 められるように考え比べる観点

・考えの同じところ、 ○自分の考えと友達の考えを比べて、 どもに育ったのか考え、ノートに書 をもつための手順を考えをもつ手順

○他人と考えが違ってい 違うところはどこ 同じところ、違うところ見つけ、そ き込むことで自分の考えをはっきり ①赤線のほかにも大切 示す。

ても良いことを児童に か。 う考えた理由を話し合おう。 形に表す。 だと思った言葉には

伝える。 ・それぞれの考えの理 間 ○みんなの考えをノートに書いてみよ 波線を引く。 ○自分の考えの根拠を

由になっているキー 接 う。 ②学習課題に対する考 明確にできるように

・考えの違いを児童だけ ワードは何か。 (例） えをノートに書く。 キーワードと結び付話し合いの進め方 予想される児童の考え

で見つけられない場合 ① ○○くんの考えを先に聞かせて。 ・コスモスの花に包まれて楽しくくらし ③ノート上段の教材文 けさせるようにす

には、教師も話し合い ② 次は、ぼくの考えを話すよ。 ている。 から考えの理由にな る。ふ

に加わり助言する。 ③ 考えをくらべてみよう。 ・お父さんがいなくて、お金持ちではな るキーワードを見つか

④ ○○くんは、～に線を引いたんだ いけれど、お肉やお魚も食べられるよ け、下段の考えと線め 比べる手順

・児童の考えが類似して ①友達の考えを聞いて ね。 間 うになった。 でつなぐ。る

いる場合には、根拠と 自分の考えと照らし ⑤ △△くんは、～に引いたんだね。 接

なる言葉も同じなの 合わせる。 ⑥ ○○くんと、ぼくの考えは、少し

か、 ほかには、この考 ②もし、友達のノート にているね。キーワードは、これと

えの 根拠になっている に波線が引いてあれ これが同じだね。でも、このキーワ ・ノートの記述を基に考 ○考えをどのように比６．考えを比べる

言葉 はないのか、考え ば自分のノートにも ードはちがうね。どうして、このキ ・友達と考えを交流し、共通点や相違 えを比べ合う。 べるのか、観点や手

させ る。 青線を引く。 ーワードをえらんだの？ 点を明らかにする 順を具体的に示す。比べる観点

③考えの同じところや ⑦ △△くんの考えは、ぼくの考えと ・考えの同じところ違

違うところを見つけ ここがちがっているね。これはどの ○自分の考えと友達の考えを比べて、 うところはどこか。 ○友達と考えが違って

る。 キーワードから～と考えたの？ 同じところ、違うところ見つけ、そ ・お互いの考えの理由 いても良いことを児

④同じ理由や違う理由 ⑧ それはね。このキーワードから～ う考えた理由を話し合おう。 になっているキーワ 童に伝える。

をキーワードを基に だと思ったんだよ。 ードは何か。

話し合う。 ・児童の考えに共通点

(例） がある場合には、な話し合いの進め方 比べる手順

・考えを広げ深めること ・ノートに見直した考 ① ○○くんの考えを先に聞かせて。 ①友達の考えを聞いて ぜ同じになったのか ふ６．考えを見直す 、

ができるように、考え えを記述する。 ・学習を振り返り、学んだ読み方をま 間 ② 次は、ぼくの考えを話すよ。 自分の考えと照らし 他には、この考えの か

を見直すための観点を とめる。 接 ③ 考えをくらべてみよう。 合わせる。 根拠となる言葉がな め

示す。 ④ ○○くんは、～に線を引いたんだ ②もし、友達のノート いのかなどを考えさ る見直しの観点 予想される児童の見直した考え

・戦争がなければ、 ね。 に波線が引いてあ せる。ちいちゃんは、何も

・最後に課題に対する考 ・自分の考えで足りな ⑤ △△くんは、～に引いたんだね。 れ ば自分のノートふ うしなうことがなかった。だから平和

えを感想もまじえて書 いところはどこか。 ⑥ ○○くんと、ぼくの考えは、少し にも 青線を引く。 ・相違点については、り にくらしていると思う もしかしたら。 、

かせる。その際、今日 ・友達の考えを聞い ちいちゃんは、お母さんになって、 にているね。キーワードは、これと ③考えの同じところや 違いの理由が何に基か

の学習を振り返るとと て、さらに考えてみ その子どもたちにかげおくりを教え これが同じだね。でも、このキーワ 違うところを見つ づいているのか、根え

もに友達の考えを聞い たいと思ったところ て、いっしょにかげおくりを楽しん 間 ードはちがうね。どうして、このキ け る。 拠になる言葉や文かる

て、自分の考えに取り はどこか。 でいるかもしれない。でも、戦争が 接 ーワードをえらんだの？ ④同じ理由や違う理由 ら気付かせる。

入れたいと思ったこと なかったら、家族のいないときの悲 ⑦ △△くんの考えは、ぼくの考えと をキーワードを基

や学習をとおして、さ しみが分からなかったと思う。 ここがちがっているね。どのキーワ に 話し合う。

らに考えたことなどを ードから～と考えたの？ ⑤友達の考えで大事だ

加えて、学習のまとめ ⑧ それはね。このキーワードから～ と思ったことをメ

をさせる。 だと思ったんだよ。 モ する。

ー ー資８
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